
図版 23

ST1002
集石出土状況 (南から)

(2) ST1002 完掘1犬況

ST1015・ 1016

完掘状況 (南から)
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ST1017
完掘状況 (東から)

ST1030
集石出土状況 (東から)

ST1036
遺物出土状況 (東から)
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図版 25

(1) ST1049
遺物出土状況 (北から)

ST1054
人歯 ?出土状況

(3) ST1058
集石出土状況 (東から)

―-273-―



図版 26

ST1071

集石出土状況 (東から)

SU1001
集石出土状況 (西から)

(3) SX1007
完掘状況
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図版 27

SX1010
完掘状況 (北から)

(2) SX1013
完掘状況 (北から)

SX1019
完掘状況 (東から)
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図版 28

(1) SX1024
遺物出土状況 (東から)

3-1区
北壁土層堆積状況

(3)4-1区
西壁土層堆積状況
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図版 29

4-2区
南壁土層堆積状況

4-3区
南壁土層堆積状況

5区
南壁土層堆積状況
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図版 30

みィ≡牛一一エ
撫
一一一ホ

(1)6-1区
北壁土層堆積状況

(2)6-2区
西壁土層堆積状況

(3)6-3区
北壁土層堆積状況
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図版 31

(1)6-4区
西壁土層堆積状況

7区
南壁土層堆積状況

(3)7-2区
東壁土層堆積状況
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図版 32

(1)7-3区
南壁土層堆積状況

(2)8区
南壁土層堆積状況

(3)9区
南壁土層堆積状況
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図版 33

(1)10区
南壁土層堆積状況

11,12区
北壁土層堆積状況
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図版 34

(2)SB1001 出土土器

(1)SA1009 出土土器

SB1001 出土石器
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図版 35

(1)SB1001EH 出土遺物

SK1032

(2)SK 出土土器
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図版 36

SP 出土土器
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図版 37

∞

ｓ‐

(1)SP 出土石器

(3)ST 出土遺物

―-285-―

84



図版 38

(1)SU1001 出土遺物

(2) SK

i06
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(3)SX 出土土器



図版 39

118

‐２８

包含層 出土土器 (縄文土器 。弥生土器・土師質土器・土錘 )
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図版 40

141

(1)包含層 出土土器 (土師質土器)

180

(2)包含層 出土土器 (須恵質土器・瓦質土器)
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図版 41

186                               182

(1)包含層 出土土器 (須恵質土器・青磁・

(2)包含層 出土遺物 (鉄滓 。鉄製品)

白磁 )
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図版 42

S46

S39

(1)包含層 出土石器 (石鏃・楔形石器・削器)

(2)包含層 出土石器 (敲石 )
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(3)機械掘削 出土石器 (石鍬)

S60



図版 43

S48

(1)包含層 出土石器 (石斧)

200

試掘 トレンチ 出土遺物(2)
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第 27表 検出遺構一覧表 清
構
号
遺新
番

旧遺構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド)

断面形態
規 模 (m)

出 土 遺 物 備 考
長  軸 短  軸 深  度

SD1001 SD1001 00年 -1区 D～ F-1～ 3 舟底形 1498 土師質土器椀 杯 小皿 鍋、黒色土器椀、須忘質土器貯
蔵具片、縄文土器片、焼土塊、サスカイト楔形石器

SD1002

SD1001 99年 A～ C-2～ 6 V字形 弥生土器壺 斐 鉢 高郭、サヌカイ ト剥片、
結晶片岩製石庖丁 叩石 ?

SD1002 00年 -1区 D～ F-0～ 2 V字形 412 弥生土器壺 密 鉢、サヌカイ ト石鏃 剥片、
砂岩製口「石 台石

SD1003

SD1002 00年 -2区 C D-12～ 15 角底形

SD1001 00年 -2区 B～ D-12～ 20 舟底形 須恵質土器椀、須恵器箋片、弥生土器箋、縄文上
器片、サヌカイト剥片、砂岩製叩石、焼土塊

SD1001 01年 -1区 C-21 22 肝底形 022 弥生土器甕

SD1004 SD1001 00年 -2区 B～ D-12～ 20 逆台形 056 須恵質土器椀、須恵器変片、弥生土器菱、縄文土
器片、サヌカイト剥片、砂岩製叩石、焼土塊

SD1005 SD1003 00年 -2区 C-14～ 17 逆台形 026 サヌカイ ト楔形石器

第 28表 検出遺構一覧表 土坑 (第一遺構面)
構
号
遺新
番

橋
号
淳理旧
番 調査区

点
，グ

地
て 平面形態 断面形態

規 模 (m)
出 土 遺 物 備 考

長  軸 短  軸 深  度

SK1001 SK1001 99年 B-3 不整長方形 逆台形 112 072 024 土師質土器杯 煮 i弗具片、黒色土器
椀、須恵質土器椀、土錘、焼土塊

SK1002 SK1001 00年 -2区 B-9 不整長方形 逆台形 078 015 肥前系磁器続、陶器皿 (蛇ノロ釉則ぎ)灯明皿、
土師質博路片、土師質土器羽金、須恵器皿

SK1003 SP1008 00年 -2区 B-9 円形 逆台形 020 須恵質土器椀 側溝に切 られる

SK1004 SP1027 00年 -2区 C-11 楕円形 逆台形 063 008

SK1005 SP1052 00年 -2区 C-13 円形 不整逆台形

第 29表 検出遺構一覧表 窯
新遺橋
番 号

旧遺構
番 号 調査区

地     点
(グリッド) 平面形態 断面形態

規    模 (m)
出 土 遺 物 備 考

長  軸 短  軸 深  度

S01001 S01001 00年 -2区 D-12 13 長方形 舟底形 17D 022 土師質土器片 煮沸具片、炭化物

S01001
EPユ

S01001
EPl 00年

-2区 D-12 円形 U字形 014

S01001
EP2

S01001
EP2 00年

-2区 D-12 円形 舟底形

第 30表 検出遺構一覧表 柱穴 (第一遺構面)
新遺構
番 号

旧遺構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド) 平面形態 断面形態

規     模 (m)
柱  痕 出 土 遺 物 備 考

長  軸 短  軸 深  度

SP1001 00年 -1区 D-3 円形 U字形 028 028 ○

SP1002 00年 -1区 D-3 円 形 U字影 026 036 土師質煮沸具片 側溝に切 られる

SP1003 SP1004 99年 C-3 円形 不整逆台形 023
サヌカイ ト景1片 、砂岩製叩
石

SP1004 SP1003 99年 C-3 円形 U宇形

SP1005 SP1002 99年 C-4 円形 舟底形 008 弥生土器片

SP1006 SP1001 99年 C-4 円形 舟底形

SP1007 SP1022 01年 -21区 F-7 8 円形 舟底形 005

SP1008 SP1023 01年 -21区 F-8 円形 舟底形 側溝に切られる

SP1009 SP10% 01年 -21E F-3 円形 舟底形 倒溝に切 られる

SP1010 SP1025 01年 -21区 F-8 円形 舟底形

SP1011 SP1026 01年 -21匡 F-8 円形 舟底形

SP1012 SP1027 01年 -21区 F-8 円升 舟底形
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構
号
遺新
番

1日違構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド)

平面形態 断面形態
規 模 (m)

柱  痕 出 土 遺 物 備 考
長  軸 短  軸 深  度

SP1013 SP1028 01年 -21E F-8 円形 舟底形 022 008

SP1014 SP1031 01年 -21区 F-9 円形 舟底形 033 側溝に切 られる

SP1015 SP1032 01年 -21E F-9 円形 舟底形 006

SP1016 SP1034 01年 -21区 F-9 円形 舟底形 025

SP1017 SP1035 01年 -21区 F-9 円形 舟底形 023 005

SP1018 SP1036 01年 -21区 F-9 円形 U字形 0拠 017

SP1019 SP1038 01年 -21区 F-9 円形 舟底形 018 007

SP1020 SP1039 01年 -21区 F-9 円形 舟底形 0%

SP1021 SP1040 01年 -21区 F-9 10 円形 舟底形 005

SP1022 SP1041 01年 -21区 F-10 円形 舟底形 030 016

SP1023 SP1042 01年 -21区 F-10 円形 舟底形

SP1024 SP1043 01年 -21区 F-10 円形 不整形 020

SP1025 SP1044 01年 -21E F-10 円形 舟底形 0%

SP1026 SP1045 01年 -21区 F-10 円形 舟底形 008

SP1027 SP1046 01年 -21区 F-10 円形 舟底形

SP1028 SP1047 01年 -21E 11 円形 舟底形 026

SP1029 SP1051 01年 -21区 F― H 楕円形 舟底形 029

SP1030 SP1052 01年 -21区 F-11 楕円形 不整形 040

SP1031 SP1053 01年 -21E F― H 円形 舟底形 035 009

SP1032 SP1054 01年 -21区 F― H 円形 舟底形

SP1033 SP1055 01年 -21区 F― H 楕円形 舟底形 (0娼 ) 慣1溝 に切 られる

SP1034 SP1056 01年 -21区 F― H 円形 舟底形 030 側溝に切 られる

SP1035 SP1057 01年 -22区 F-12 楕円形 舟底形 012

SP1036 SP1058 01年 -2 2E F-12 円形 逆台形 026

SP1037 SP1059 01年 -22匡 F-13 楕円形 逆台形

SP1038 SP1060 01年 -22区
『
-13 円形 舟底形 027

SP1039 SP1061 01年 -22区 F-13 楕円形 U字形

SP1040 SP1062 01年 -22区 F-13 楕円形 舟底形

SP1041 SP1063 01年 -23区 F-15 円形 逆台形 024

SP1042 SP1064 01年 -23区 F-15 円形 舟底形

SP1043 SP1065 01年 -23区 F-15 楕円形 舟底形 (022) 026 側溝に切られる

SP1044 SP1066 01年 -23区 F-15 楕円形 舟底形 035 011

SP1045 SP1067 01年 -23区 F-15 楕円形 逆台形

SP1046 SP1068 01年 -23区 F-15 円形 舟底形

SP1047 SP1069 01年 -23区 F-15 円形 舟底形

sPlomЭ 01年 -23区 F-16 橘円形 舟底形

SP1049 SP1071 01年 -23区 F-16 楕円形 舟底形

SP1072 01年 -23区 F-16 楕円形 舟底形 022 008

SP1051 01年 -2 3区 F-16 円形 舟底形 015 006

C ll年 -2区 C-8 楕円形 U字形 0% 026 ○

00年 -2区 C-8 円形 U字形
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新遺構
番 号

構
号
遺旧
番 調査区

地    点
(グ リッド) 平面形態 断面形態

規    模 (m)
柱  痕 出 土 遺 物 備 考

長  軸 短  軸 深  度

SP1054 SP1085 00年 -2区 C-8 円形 舟底形 (020)

SP1055 SP1086 00年 -2区 C-8 円形 U宇形 020 023

SP1056 SP1087 00年 -2区 C-8 円形 U字形

SP1057 SP1088 00年 -2区 C-8 楕円形 逆台形 028

SP1058 SP1089 00年 -2区 B C-8 楕円形 逆台形 022

SP1059 SP1091 00年 -2区 B-8 楕円形 逆台形

SP1090 00年 -2区 B-8 楕円形 舟底形 026 020 013

SP1061 SP1092 00年 -2区 B-8 楕円形 逆台形 028 025 ○ 根石あ り

SP1094 00年 -2区 8-8 円形 舟底形 020

SP1063 SP1093 00年 -2区 B-8 楕円形 U字形 020

SP1064 SP1098 00年 -2区 B-9 円形 逆台形 023

SP10∞ SP1099 00年 -2区 B-9 楕円形 U字形 (024) 030 0別 ○
土師質土器片 煮沸具片、
弥生土器片

lFl溝 に切 られる

SP1066 SPl106 00年 -2区 B-9 楕円形 舟底形 027

SP1067 SP1009 00年 -2区 B-9 円形 逆台形 030 ○ 土師質土器片

SP1068 SP1007 00年 -2区 B-9 楕円形 U字形 026 022 034

SP1069 SP1006 00年 -2区 C-9 円形 舟底形 007 008

SP1070 SP1005 00年 -2区 C-9 円形 逆台形 020 006

SP1071 SP1004 lXl年 -2区 C-9 楕円形 不整舟底形 024

SP1072 SP1003 00年 -2区 C-9 楕円形 逆台形 026 009

SP1073 SP1097 00年 -2区 C-9 楕円形 逆台形 033

SP1074 SP1096 00年 -2区 C-9 楕円形 逆台形 0乏烙 020

SP1075 SP1095 00年 -2区 C-8 楕円形 舟底形 0211 土師質土器片

SP1076 SP1001 00年 -2区 C-9 円形 舟底形 026 012

SP1077 00年 -2区 C-9 楕円形 逆台形 028 ○ 土師質土器杯

SP1078 00年 -2区 C-9 円形 逝台形

SP1079 SP1011 00年 -2区 C-9 円形 舟底形

SP1080 SP1012 00年 -2区 C-10 円形

SP1081 SP1013 00年 -2区 C-10 円形 逆台形

SP1082 00年 -2区 B-10 円形 U宇形

SP1083 SP1020 00年 -2区 B-10 円形 U字形

SP1084 SP1080 00年 -2区 C-10 逆台形

SP1085 llll年 -2区 C-10 楕円形 U字形 焼土塊

SP1086 SP1018 lXl年 -2区 C-10 舟底形

SP1087 ∞ 年-2区 C-10 円形 U字形 022

SP1088 SP1017 00年 -2区 C-10 楕円形 U字形 013

SP1089 SP1016 00年 -2区 C-10 円形 不整U字形 020

SP1090 SP1021 00年 -2区 C― Ю 円形 U字形 034 SP1091に切られる

SP109] SP1022 00年 -2区 C-10 円形 U字形 023 ○

SP1092 SP1023 00年 -2区 C-10 脩円形 舟底形 027 020

SP1093 SP1024 00年 -2区 C― ■ 円形 逆台形 024

SP1094 SP1026 00年 -2区 C― ■ 円形 U字形
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新遺構
番 号

旧遺構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド)

平面形態 断面形態
規    模 (m)

柱  痕 出 土 違 物 備 考
長  軸 短  軸 深  度

SP1095 SP1028 llll年 -2区 C-11 円形 U字形

SP1096 SP1029 00年 -2区 C― H 楕円形 U字形 012

SP1097 SP1030 00年 -2区 C-11 円形 U字形

SP1098 00年 -2区 C-11 やや惰円刃 U宇形 029 022

SP1099 SP1033 00年 -2区 C-11 橋円形 U字形 019

SPl100 SP1031 00年 -2区 C-11 糖円形 舟底形 026

SPl101 SP1034 00年 -2区 C-11 楕円形 逆台形 027

SPl102 00年 -2区 C-11 楕円形 逆台形 024 ○

SPl103 SP1025 00年 -2区 C-11 円形 逆台形 024 006

SPl104 SP1036 00年 -2区 C-11 楕円形 逆台形

SPl105 SP1037 00年 -2区 C-11 円形 舟底形

SPl106 SP1041 00年 -2区 B-12 円形 U字形

SPl107 SP1040 00年 -2区 C-12 円形 U字形 021

SPl108 SP1039 00年 -2区 C-12 円形 不整U宇形 020

SPl109 SP1038 00年 -2区 C-12 やや楕円形 U字形 020

SPll10 SP1042 00年 -2区 C-12 円形 U字形 035

SPlll] SP1043 00年 -2区 C-12 円形 U字形 02る

SPll12 SP1044 00年 -2区 C-12 円形 逆台形

SPll13
SD1002
EPl 00年

-2区 D-12 円形 逆台形

SPll14 SPl100 00年 -2区 D-12 円形 逆台形 020 024

SPll15 SPl101 00年 -2区 D-12 円形 逆台形 022

SPll16 SPl102 00年 -2区 D-12 円形 U字形 015

SPll17 SPl104 00年 -2区 D-12 13 円形 不整形

SPll18 SPl103 00年 -2区 D-13 (円形 ) 舟底形 (029) 080

SPll19 SPl105 00年 -2区 D-13 円形 U字形

SPl120 SP1045 00年 -2区 C-13 円形 U字形

SPl12] SP1046 00年 -2区 C-13 円形 舟底形 020

SPユ 122 SP1047 00年 -2区 C-13 円形 不整舟底形

SPl123 SP1053 00年 -2区 C-13 円形 逆台形

SPll% SP1051 00年 -2区 C-13 円形 U字形 020

SPl125 SP1050 00年 -2区 C-13 円形 舟底形 021 011

SPl126 SP1049 00年 -2区 C-13 円形 逆台形 024 007

SPl127 SP1048 00年 -2区 C-13 円形 舟底形 020

SPl128
SD1001
EP4 00年

-2区 C-14 円形 逆台形 022 011

SPl129
Ｄ‐００

ＥＰ３ 00年 -2区 C-14 円形 U字形

SPl130
Ｄ‐００

ＥＰ２ 00年 -2区 C-14 円形 逆台形 022 009

SPl131 Ｄ‐００
酬
00年 -2区 C-15 円形 U字形 022

SPl132 SP1055 00年 -2区 C-15 円形 不整形 020

SPl133 SP1056 00年 -2区 C-15 円形 U字形 (018) 009 南側溝に切 られる

SPl134 SP1057 00年 -2区 C-15 円形 U字形 010

SPl135 SP1058 00年 -2区 C-15 楕円形 不整形 037 030 036
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新遺橋
番 号

旧遺構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド)

平面形態 断面形態
規    模 (m)

柱  痕 出 土 遺 物 備 考
長 軸 短  軸 深  度

SPl136 00年 -2区 D-16 円形 U字形

SPl137 SP1060 00年 -2区 CD-16 楕円形
不整逆
台形

SPl138 SP1061 00年 -2区 D-16 円形 逆台形

SPl139 SP1062 00年 -2区 C-17 円形
不整な
舟底形

SPl140 SP1063 00年 -2区 C-17 円形
不埜な
舟底形

020

SPl141 SP1064 00年 -2区 C-17 円形 U字形

SPl142 SP1066 00年 -2区 C-17 楕円形 U字形 009

SPl143 SP1081 00年 -2区 C-17 円形 舟底形

SPl144 SP1082 00年 -2区 C-18 楕円形 逆台形 034 028 032

SPl145 SP1067 00年 -2区 C-17 円形 舟底形 005

SPl146 SP1068 00年 -2区 C-17 円形 逆台形 020 008

SPl147 SP1069 00年 -2区 C-17 円形 U字形 022 027 ○

SPl148 SP1070 00年 -2区 D-17 円形 逆台形 032 ○

SPl149 SP1071 00年 -2区 D-18 楕円形
不整な
逆台形

SPl150 SP1072 00年 -2区 D-18 楕円形 舟底形

SPl151 SP1073 00年 -2区 D-18 楠円形 逆台形

SPl152 SP1074 00年 -2区 D-18 楕円形 舟底形 032

SPl153 SP1075 00年 -2区 C-18 円形 舟底形 縄文土器片

SPl154 SP1076 00年 -2区 C-18 円形 U字形

SPl155 SP1077 00年 -2区 C-18 楕円形 舟底形 ○

SPl156 SP1078 00年 -2区 C-18 円形 逆台形

SPl157 SP1065 00年 -2区 C-19 円形 逆台形

SPl158 SP1079 00年 -2区 C-19 円形 舟底形

SPl159 SPl108 00年 -2区 C-19 円形 舟底形

SPl160 SPl109 00年 -2区 C-19 楕円形 舟底形 016

SPl161 SPll10 00年 -2区 C-20 楕円形 不整形 026 ○

SPl162 SPllll llll年 -2区 C-20 円形 逆台形 022

SPl163 SPll12 00年 -2区 C-20 円形 逆台形 020

SPl164 SPll13 00年 -2区 C-20 円形 逆台形 008

SPl165 SPl107 00年 -2区 D-20 円形 逆台形 027 009

SPl166 SP1001 01年 -1区 D-20 21 楕円形 舟底形 060

SPl167 SP1002 01年 -1区 D-20 円形 U字形

SPl168 SP1003 01年 -1区 D-21 楕円形 舟底形 028 025 005 しみの可能性有り

SPl169 SP1020 01年 一ユ区 D-21 円形 舟底形 021 011

SPl170 SP1021 01年 一ユ区 D-21 円形 舟底形 023 009

SPl171 SPllll14 01年 -1区 D-21 楕円形 舟底形 028 023

SPl172 SPllll15 01年 一ユ区 C-21 円形 舟底形 020 005 しみの可能性有 り

SPl173 01年 -1区 C-21 円形 逆台形 025 005 しみの可能性有 り

SPl174 SP1007 01年 -1区 C-21 円形 U字形 ○

SPl175 01年 -1区 D-22 権円形
な
形
整
字
不
Ｕ

SPl176 SP1011 01年 -1区 D-22 円形 U字形 020
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新遺構
番 号

旧遺構
番 号 調査区

点
，グ

地
ぐ 平面形態 断面形態

規 模 (m)
桂  痕 出 土 遺 物 考偏

長  軸 短  軸 深  度

SPl177 SP1008 01年 -1区 C-22 楕円形 U字形 027 022 020 〇

SPl178 SP1009 01年 -1区 C-22 円形 舟底形 018 026

SPl179 SP1010 01年 -1区 C-22 円形 舟底形 033

SPl180 SP1012 01年 -1区 C-23 円形 不整形 032 015

SPl181 SP1013 01年 -1区 C-23 楕円形 不整形 034 024 017

SPl182 SP1014 01年 -1区 C-24 楕円形 不整形 034 028

SPl183 SP1016 01年 -1区 C-24 円形 不整形 026

SPl184 SP1017 01年 -1区 C-24 円形 舟底形 023 013

SPll誘 SP1018 01年 -1区 C-24 円形 不整形 020 007 しみの可能
′
性有 り

第 31表 検出遺構一覧表 自然流路
新遺構
番 号

旧遺構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド)

断面形態
規     模 (m)

出 土 遺 物 備 考
長  軸 短  軸 深  度

SR1091

SR1001 01年 -1区 ２４
別ヽ

２３

２‐ 舟底形 182 054 弥生土器壼 斐、サヌカイ ト景1片 、結晶片岩製
砥石、蛇紋岩製砥石 ? 剥片

SR1001
上層

02年 A B-1～ 7 舟底形 1346 688 056

土師質土器椀、弥生土器片、サメカイ ト製石鏃
剥片、結晶片岩製叩石 ?

SR1001
中層

須恵質土器椀、弥生土器霊 体部片 (タ タキあり)
縄文土器片、不明土製品、サヌカイト剥片

SR1001
下層

∝
木
上

須
年

の
製

第 32表 検出遺構一覧表 不明遺構
構
号
遺新
番

構
号
遺旧
番 調査区

地    点

(グ リッド) 平面形態 断面形態
規    模 (m)

出 土 遺 物 備 考
長 軸 短  軸 深  麿

SX1001 SX1001 00年 -2区 C 11 12 三角形 不整形 112
土師質土器杯、須恵質土器椀、サヌ
カイ ト剥片

第 33表 検出遺構一覧表 土坑 (第二遺構面)
構
号
遺新
番

旧遺構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド) 平面形態 断面形態

規 模 (m)
出 土 遺 物 備 老

長  軸 短  軸 深 度

SK2001 SK留 901 Oll年 -2区 C-9 長方形 逆台形 111 057 砂岩製台石 ?

SK2002 SKか902 00年 -2区 C-9 楕円形 逆台形 113 077
サヌカイ ト製石庖丁、砂岩製台石 ?
凹石

第 34表 検出遺構一覧表 柱穴 (第二遺構面)

新遺構
番 号

旧遺構
番 号 調査区

地    点
(グ リッド)

平面形態 断面形態
規    模 (m)

柱  痕 出 土 遺 物 備 老
長  軸 短  軸 深  度

SP2001 SPJ901 00年 -2区 C-9 円形 逆台形

SP2002 00年 -2区 C-9 円形 舟底形

SPが303 SP2003 00年 -2区 C-10 円形 逆台形

SP2004 SP211114 00年 -2区 C-10 円形 逆台形

SP2005 SP2005 00年 -2区 C-10 円 形 舟底形

SP2006 SP2006 00年 -2区 C-11 円形 不整形 030 021 ○

SP211117 SP2007 00年 -2区 C― H 円形 逆台形 025 017 ○
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第 35表 出土遺杉観察表 (土器)
掲載
番号

調査区
遺構番号・層位

器 種
法   量 (cm)

残存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考
本報告 調査時 口径 霞部客 最大容 底径 器高 雪台虐

1 00-1区 SD1001 SD10111 土師質土器
小皿

(68)
底径
1/3

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
長石
赤色斑粒
雲母

や
良
や
不

外 灰色
5Y5/1
内 :橙色
25YR6/6

全体的に磨減の
ため調整不明瞭

2 00-1区 SD1001 SD1091 土師質土器
小皿

(78)
径

１２

底

ν

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒

良好
外 内 :橙色
75YR6/6

全体的に磨減の
ため調整不明瞭

3 lXl-1区 SD1001 SD1091 土師質土器
小皿

醒
腑

内 :回転ナデ
石英
赤色斑粒
雲母

良好
タト 内 :橙色
75YR7/6

4 llll-1区 SD1001 SD1091 土師質土器
鍋

破片

タト:口 端―ヨコナデ、
頸～体上位 ―ハケメ

(18条 /19 cm)
内 :日～頸 ―ヨヨナ
デ (ハ ケメ状 )、 体
―板ナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

不良弾］弾中
5 99-1区 SD1002 SDllX11

器牡
と軍

弥
288 70

顎部径
1/3

底径
1

外 頸 ―タタキ (5
条 /14 cm以 上 )の
ち部分的にハケメ(5
条 /75 mm以上 )、 体
―タタキのちハケ
メ、底―ナデ ?
内 :頸 ―ナデ ?、 体
上位―ユビオサエの
ちナデ、体中位～底
―ケズリのちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :橙色
5YR7/6
内 :黄灰色
25Y4/1

底部外面に黒斑
あり
磨減のため調整
不明瞭

6 99-1区 SD1002 SD1011 弥生土器
壺
(160) (110) 唯

路

外 :ロ ーヨコナデ、
頸―ミガキ (35 mm)、
体 ―タタキ (単位不
明 )
内 :ロ ーヨコナデ、
頸―強い板ナデのち
ハケメ (13粂 /cm)

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :に ぶい橙
色
75YR7/4
内 :橙色
75YR7/6

7 Oll-1区 SD1002 SD1002 弥生土器 (132) 唯
ワ

外 :ロ ーヨコナデ、頭
―ハケメ (7条 /1l cm
以上)の ちナデ
内 1日―ヨコナデ、顕
―ハケメ?(も しくは
板ナデ)、 体―ケズリ
のちナデ

池斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 :橙色
5YR6/6
内 :橙色
25YR6/8

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器 唯
隙

外 :日～頸―ヨコナデ
内 1日 ―ヨコナデ、顕
―ヨコナデのちミガキ
(3Tl)

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 i橙色
5YR6/6

9 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器 (159) (136) 唯
И

外 :ロ ーヨコナデ (板
状工具 )、 顕 ―ヨコ

ナデ、体 ―ヨヨナデ
のちミガキ (3 mm)
内 :日～頸―ヨコナ
デ、体―ケズリ

長石
結晶片岩
赤色班粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6 外面に煤力Ⅶ 着

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
壼
1135

体
Ю
全
ν

外 :回～顕―ヨコナ
デ、体上半―板ナデ
ハ ケ メ (10条 /13
cm)、 体下半―ハケ
メのち ミガキ (25
mm)、 底―板ナデ
内 :日 ―ヨコナデ、
顕 ―板 ナデ (ハ ケ
メ状 )、 体上位―ナ
デ ?、 体中位―ユビ
オサエのちハケメ
(12条 /2 cm)、 体下
位～底―ハケメのち
ユビナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :橙色
75YR7/6
内 :にぶい橙
色
75YR7/4

外面頸部から体
部上位、底部の
2ヶ 所に黒斑あ
り
体 都 上 位 の約
1/3ほ どに、焼
成時のはぜた痕
跡が認められる

1] 99-1区 SD1002 SD1001
器牡
・霊

弥
85 頸部径

1

タト:頸 ―板ナデのち
ナデ、体上半―板ナ
デ (ハ ケメ状 )、 体
下半―ナデのちミガ
キ (3 mm)
内 :頸 ―板ナデのち
部分的にミガキ、体
上半―ユビオサエ
ユビナデ、体下半―
ユビナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
5YR6/6

底部付近に黒斑
あり

12 99-1区 SD1002 SD10111 弥生土器
甕
(144) (130) (185) 唯

開

外 :ロ ーヨコナデ部
分的にハケメ (4条
〃 mm以上 )、 体 ―タ
タキ (4条 /16 cm以
上 )
内 :口～体上位 ―ハ

ケメ (6条 /13cm)、
体中位 ―ハケメのち
ミガキ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
(多 )

雲母 (多 )

良好

外 :にがい橙
色
75YR6/4
内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
斐

(172) (142) (190)
径

Ю

日

ν

外 1日端 ―擬凹線 2
条、日～顕 ―ヨヨナ
デ、体 ―タタキ (3
条 /14 cm以 上 )
内 :日 ～頸 ―ヨヨナ
デ、体 ―ケズリのち

岩
粒
片
斑

穣
艦
絶
②
釧

良好

外 :橙色
5YR6/6
内 :にぶい黄
橙色
10YR6/4

14 00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
菱
(175) 唯

И

外 :日 端 ―凹線 2条、
日～頸 ―ユ ビオサエ

のちヨコナデ、体 ―

タタキ (3条 /17 cm
以上)の ちナデ
内 :国 ―ヨコナデ、
頸―板ナデのちヨコ
ナデ、体―ヨコナデ
のちケズリ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :橙色
75YR6/6
内 :橙色
5YR6/6
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載
号
掲
番 調査区 器 種

法   量 (cm)
践存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 調査時 口径 額部宿 最大径 底径 器高 罰台高

15 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
斐

ほぼ完影

外 :回 端―ヨコナデ、
日～顕―タタキ (7条
/35側 )の ちヨコナデ、
体上半―タタキのち部
分的にハケメ (11条
/16 cm)、 体下半―タ
タキのちハケメ、底―

タタキ
内 :ロ ーヨコナデ、顕
―ハ ケ メ (9条 /15
cm)、 体上位―ユビオ
サエのちハケメ、体中
位～底―ハケメ

岩片

英
石
晶
母

石
長
結
雲

良好

外 :明赤褐色
5YR5/8
内 i橙色
5YR6/8

最大体部径から
下位に炭化物の

付着が認められ
る

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
養
(189) 唯函触

外 1日～顕―ヨヨナデ、
体上 中位―タタキ (7
条泡 cm以上)、 体下位
―タタキのちハケメ(8
条 /1 5 cm)

内 :日 ～顕―板ナデ、
体上半―板ナデ、体下
半―ケズリのちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好
外 内 :橙色
5YR6/6

燥状の炭化物が
若干付着
磨減のため調整
不明瞭

17 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
甕

128 112 229 ほぼ完形

一

・顕． タタキ ぐ４
”

ヨヨナデ、
体上半

タ タ キ
ヽ
体 下 半
”

２条／‐５ｃｍ以上＞、
・タタキ

一

ヽ
体上半． 板ナデ
ちユビナデ

、
体下

”
剃

外

日
条
ち

一
一
Ｑ
底
内

デ
の
半
ケ

石英結晶
片岩
赤色斑粒
雲母

良好

タト 橙色
5YR7/3
内 i橙色
5YR7/6

底部と体部中位
に黒斑あり

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
甕

120 28 175 ほ1よ完形

外 国端―ヨコナデ、
日～頸 ―タタキ (8
条 /2 4 cm)の ち ヨ
コナデ、体～底―タ
タキのち部分的にハ

ケメ (14条 /16cm)
内 :口 ～顕 ―ナデ
のちハケメ、体上位
―ユビナデ ナデ、
体中位～底―ハケメ

山石
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 :橙色
75YR7/6
内 :灰黄色
25Y72

底部、体部上位
中位の三ケ所に
黒班が認められ
る

19 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
甕

(123) (106) (141) 唯
略

外 :回端 ―ヨコナデ、
日～頸 ―タタキ (4
条 /13 cm)の ち ヨ
コナデ、体 ―タタキ
のちナデ部分的にハ

ケメ (5条 /cm)
内 :回～頸 ―ヨコナ
デのちハケメ、体 ―

ケズリのち板ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好

外 内 :に ぶ
い橙色
5YR6/4

体部外面の仕上
げは丁寧 だが、
内面は非常に粗

最大体部径を中
花ヽに炭化物が付
着

00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
斐

(121) 軸陀

外 i口端―ヨヨナデ、
日～顕―タタキ (5条
/18 cm)の ちヨコナ
デ ?、 体―タタキ
内 :日～顕―不明、体
上半―ユビオサエのち
ユビナデ

岩
粒
片
涎

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
外 内 i橙色
5YR7/8

最大体部径を中
をヽに燥状の炭化
物がブロック】夫
にやや多く付着

21 00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
斐

ほぼ完形

外 :口 ～頸 ―タタキ
(5条 /17 cm)の ち
ヨコナデ ?、 体 ―タ
タキのち部分的にナ
デ、底 ―ナデ
内 :日 ～頸 ―ヨコナ
デ ?、 体上半 一ユ ビ

ナデ、体下半～底―

板ナデのちユ ビナデ

岩
粒
片
班

英
晶
色

母

石
結
赤
雲

良好

外 :橙色
5YR7/8
内 :橙色
75YR7/6

外面磨減のため
に調整不明瞭
頸部に炭化物が
若干付着

22 00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
養

(135) (124) (174)
顕部径
1/4

外 1日端―ヨコナデ、
回～体 ―タタキ (6
条/22 cm以上)
内 :日 ～頸―調整不
明、体上半―ユビオ
サエのちハケメ (11
条 /2 cm)、 体下半―
ケズリ

岩
粒
片
班

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

や
良
や
不
外 内 :橙色
75YR7/6

磨滅により調整
不明瞭
体部に炭化物が
若干付着

00-1区 SD1992 SD1002 弥生土器
斐

(148) 133 (275)
願部宿
1

外 :日端―ヨコナデ、
日～顕―タタキ (6粂
/1 8 cm以 上)の ちヨコ
ナデ、体―タタキ
内 !調整不明

岩
粒
片
班

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 内 :黄橙
色
75YR8/8

99-1区 SDllll12 SD10111
弥生土器
斐
(138) 102 171 15 182 鉢

猶

外 :日～顕―ヨコナデ、
体上半―ハケメ (9粂
/12 cm)の ちナデ、体
下半―ハケメ、底―ハ

ケメのちナデ
内 1日～顕―ヨヨナデ
(ハケメ状)、 体上キー
ユビオサエのちナデ、
体下半―ユビオサエ
ケズリのち部分的にハ
ケメ(7条 /09 cm以 上)

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :にぶい橙
色
75YR7/4
内 1灰色
N4/

99-1区 SD1002 SD109〕 弥生土器
養
(169) (141) 唯

開

外 :日 ―ヨコナデ、顕
―ハケメ (16条 /16
cm)の ちヨコナデ、体
上位―ハケメのちナデ
内 :日 ～顕―ヨヨナデ
(ハケメ状)、 体上位―
ユピオサエのち板ナデ

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

良好

外 :橙色
5YR7/6
内 :橙色
5YR6/6
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載
号
掲
番 調査区 器 種

法   量 lcm)
晩存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 調査時 口径 頸部径 最大径 底径 器高

99-1区 SD1002 弥生土器
奏

(124)
隈都径
1/4

外 :口 ～顕 ―ヨコナ
デ、体上位 ―ハケメ

(4条 /7 mm以 上 )の
ち部分的に板ナデ P
内 :口 ～頸 ―ヨヨナ
デ、体上位 ―板ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :に ぶい黄
橙色
10YR7/4
内 :橙色
5YR7/6

磨減のため調整
不明瞭
外面体部上位に
黒斑あり

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
褻

(120)
霞部径
1/2

外 :口 ～頸 ―不明、
体上位 ―ミガキ ?
内 :日 ～顕 ―不明、
体上位 ―ユビオサエ

のちナデ ?

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

や
良
や
不

外 :橙色
25YR6/8
内 :橙色
5YRν8

磨滅のため調整
不明瞭

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
斐

(118)
口径
1/3

外 :調整不明
内 :ロ ー縦方向の板
ナデ ナデ、体―板
ナデ

石英
結晶片岩
赤色班粒
(多 )

雲母

良好

外 :橙色
5YR6/6
内 :橙色
5YR7/8

磨滅により調整
不明瞭

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
整

(147) (124) 唯
И

外 :調整不明
内 :回～頸 一ヨコナ
デ、体上位―ユビオ
サエのちハケメ (4
条 /9 nlnl)

石英
結晶片岩
雲母

良好

外  内 :明赤
褐色
5YR5/8

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
甕

(167) (129) (196) 唯
明

外 :口～頸一ヨコナ
デ、体 ―ハ ケメ (9
条 /13 cm)
内 :日～頸 ―ヨコナ
デ、体上位 ―ナデ、
体中位 ―ハケメ (9
条 /1 3cm)

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外  内 :明赤
褐色
5YR5/8

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
饗
(161)

顕部径
1/5

外 :回 ―ヨコナデ、
頸―ヨコナデ (ハケ
メ状 )、体 ―ハケメ (8
条 /13cm)
内 :口端―ヨコナデ、
日―ヨコナデ (ハケ
メ状 )、 顕～体 ―ナ
デ (ハケメ状 )

石英
赤色斑粒
金雲母

良好

橙黄

ん

内
　
Ｒ８Ｙ

外
色
Ю

00-1区 SD1002 弥
生土器
甕
(172)

日径
1/3

外 :口 ～顕 ―ヨコナ
デ、体上位 ―ハケメ

(5条 /cm)
内 :口 端 ―ヨコナデ、
日～頸 ―ハケメ、体
―ナデのちハケメ

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

良好

外 :に ぶい袴
色
75YR7/3
内 :に ぶい橙
色
75YR7/4

口縁部～顕部に
かけて煤状の炭
化物が用着

99-1区 SD1002 弥生土器
甕
(160) (133) 唯

開

外 :調整不明
内 :口 ～頸 ―不明、
体上位 ―ユ ビオサエ

のちナデ ?

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 t

5YR6/8
橙色 磨減により調整
やや不明

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
甕

149
口径
1

内

デナ

外

コ
回～顕一ヨ

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

やや
不良

外 :明赤褐色
5YR5/6
内 :赤褐色
5YR4/6

磨滅のため調整
不明瞭

35 99-1区 SD1032 SD1001 弥生土器
甕

(148) (147) 唯
開

外 :口～顕―ヨコナ
デ ?、体 ―ハケメ (3
条 /3 mm以 上 )の ち
ミガキ (4 mm)
内 :回 ～頸 ―不明、
体上位 ―ハケメ ?、

体下位 ―板ナデ ?

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

や
良
や
不

色栓内
γ

外
５Ｙ

磨滅により調整
不明瞭
擬口縁部の可能
‖生あり

36 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
葵
(103) (101) (112) 鉢

明

外 :日～顕―ヨコナデ
のちハケメ (6粂 /11
cm)、 体～底―ユビオ
サエのちナデ部分的に
ハケメ
内 :口～頭―ユビ才サ
エのちハケメ、体―ユ
ビオサエ ユビナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

タト:黄灰色
25Y4/1
内 :にぶい

黄橙色
10YR7/4

37 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
菱

(112)
頸部径
1/3

外 !顕 ―ヨコナデ、
体～底 ―ケズリのち
ナデ
内 :頸 ―板ナデのち
ナデ、体～底―ケズ

リのちナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 :に ぶい橙
色
75YR7/4
内 :灰黄掲色
10YR4/2

99-1区 SD1002 SD100ユ 弥生土器 (85) 睡
И

外 〔体 ―タタキ (3
条 /1 3cm)の ちナデ、
底 一板ナデ
内 :体～底 ―ケズリ
のちナデ

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

良好

外 :黄灰色
25Y5/1
内 :黄灰色
25Y4/1 嚇鉤る

高
り
ぜ

00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
壺

底径
1

外 1体 ―ハケメ (12
粂 /1 5cm)の ちナデ、
底 ―ナデ
内 :体～底 ―ケズリ
のち部分的にすデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 !に ぶい褐
色
75YR5/4
内 :明赤褐色
5YR5/6

00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
箋

購
開

外 :体 ―ナデ ?、 底
―ナデ
内 :体～底―ケズリ
のちユビナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

や
良
や
不

外 :にぶい橙
色
75YR6/4
内 :黄灰色
25Y4/1

外面のみ、磨減
のため調整不明
瞭
内面黒ずむ

41 00-1区 SD1002 弥生土器 55 底径
1

外 :体～底 ―ケズリ
のち板ナデ ナデ
内 :体～底 ―板ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
色橙内

γ

外

５Ｙ
底部から体部に
かけて黒班あり

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
菱 ?

睫
И

外
底
内

体 ―板ナデ ?、
ヨコナデ ナデ
調整不明

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

良好
髄
開
髄
銘

外
５Ｙ
内
５Ｙ

磨滅のため調整
不明略

00-1区 SD1002 SDllll12 弥生土器
重

螂
陀

外 :体 ―ケズリ、底―

板ナデ
内 :体～底―ユビオサ
エ ケズリのちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 内 :明赤
褐色
5YR5/6
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掲載
番号
調査区

遺構番号・層位
器 種

法   量 (em)
党存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 調査時 口径 頸部径 最大径 底径 器高 雪台宿

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鎌

ぼ
形
ほ
完

外 :ロ ータタキ (3
条 /7 mm以 上 )の ち
ヨコナデ部分的にハ

ケメ (6条 洛 5 mm)、
体 ―タタキの ちナ
デ ハケメ、体下位
～底―ナデ ?
内 :日 ―ヨコナデ、
体 ―ナデのちミガキ
(3 mm)

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :橙色
5YR7/8
内 !橙色
5YR7/6

外面底部に黒斑
あり

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鉢

ぼ

形

ほ

完

外 i口 端 ―ヨコナデ、
日～体上位 ―タタキ
(8条 /24 cm)の ち
ヨヨナデ、体中位―

タタキのちハケメ (5
条 /1l cm)、 体下位
～底 ―ハケメのちナ
デ
内 :口 ～体上位―ヨ
ヨナデ、体中位 ―板
ナデ、体下位～底―

板ナデのちミガキ (5
mm)

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母 (多 )

良好
外 内 :橙色
5YR7/6

外面底部から体
部 中位 にか け
て、2ヶ 所黒斑
が認められる

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鉢

(145) 酪
開

外 1口 端 ―ヨコナデ、
体上位 ―タタキ (3
条 /cm)の ちハケメ
(6条 /cm)、 体下位
～底 ―ナデのちハケ
メ

内 1日～体上位 ―板
ナデ、体下位～底―

ナデ

石英
結晶片岩
チャー ト
赤色j・I粒
雲母

良好

外 橙色
5YR6/6
内 :橙色
5YR7/6

外面に煤状の炭
化物が若干付着

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鉢

112 鉢
陀‥回端．ョコナデ、上位．タタキぐ５””””脚

外
体
条
ち

ｃｍ
夕
内

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
色橙内

γ

外

５Ｙ
磨減のため調整
不明瞭

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鉢

405 雖
‐ 中̈「以上＞のちナデ、中ヽ底．タタキのちデ‥体．底．ュビォ”

外
た

一
Ｃｍ
部

エ
ナ
内

サ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 i橙色
5YR6/6
内 :橙色
5YR6/8

99-1区 SD1002 SD1091 弥生土器
鉢
(160) 62 鉢

レ

外 :口端 ―ヨコナデ、
体上位 ―ナデ たて
じわ痕、体下位～底
―ケズリ
内 :日 ～体上位―ハ

ケメ(4条 〃 mm以上 )
のちナデ、体下位～

底 ―ナデ ?

帖
舶
∽

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 :橙色
5YR6/6
内 :橙色
75YR7/6

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鉢

63 唯
И

クト:口 端―ヨコナデ、
体上半―ナデ、体下
半 ―ケズリのちナ
デ、底―ナデ
内 i回～体上半―不
明、体下半～底―板
ナデ

石英
結晶片岩
赤色JAI粒
雲母

良好

外 橙色
5YR6/6
内 :橙色
25YR6/8

内面黒ずむ

99-1区 SD1001 弥生土器
鉢

128
体
１０
全
γ

タトロ端―ヨコナデ、
体上位―ナデ 縦じ
わ、体中位～底―板
ナデのちナデ
内 :調整不明

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
色橙内

ν

外

５Ｙ

全体的に器表面
剥落のため、調
整不明瞭
底部近 くに黒班
あり

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鉢 離

レ
外 内 :体～底―板
ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :に ぶい黄
橙色
10YR7/3
内 :橙色
5YR7/6

00-1区 SD1002 弥
生土器
鉢

71
ぽ
形
ほ
碁
死
外 内 :調整不明

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 内 :黄橙
色
75YR8/8

内外面共に器表
面剥離が著 しい

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
鉢

33
ば
形
ほ
心
死

明

？
不
デ

整

ナ
調
板

外
内

石葵
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :r2t色
75YR7/6

よ

は

ら叫ヽ器表面ィこ］る

高
り
じ
れ

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
皿 鉢

猶

外 :ロ ーヨコナデ、
体～底 ―ユビオサエ

のちナデ
内 :調整不明

岩
粒
片
班

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

やや
不良
髄Ｍ絶Ｍ

外
５Ｙ
内
５Ｙ

99-1区 SD1002 SDllllll
弥生土器
皿 ? (■ 5) 865 鉢

酔 中サ蜘
　ヽ　　一　　　一

ロ
ロ
体一

外
内
顕

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好
外 内 :橙色
75YR6/6

磨減のため調整
不明瞭

99-1区 SD1002 SD100ユ 弥生土器
有孔鉢

ぽ
形
ほ
▲
死

外 :口 ～体 ―タタ
キ (5条 /12cm以上 )
のちナデ部分的にハ

ケメ (8条 /9 mm)、
底―ナデ
内 i回 ～体 ―ハ ケ
メ (8条 /16 cm以上 )
のちナデ、底―ユビ
オサエのちユビナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

外面体部下位に
黒斑が認められ
る
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掲載
番号
調査区

遺構番号・層位
器 種

法   量 (cm)
枝 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 調査時 口径 蹟言[ぞ 最大窪 底径 器高 葛合宿

〕0-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
有孔鉢

41
唯
洲
離
‐

外 :日 端 ―ナデ、体
上 中位―タタキ (6
条胞2 cm)の ちナデ、
体下位―ハケメ (5条
/6 mm以上)、 底―ナデ
内 :日 ―ナデ、体上半
―ケズリのち板ナデ
ユビナデ、体下半～底
―ケズリのちユビオサ
エ ユビナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒

良好
外 内 1橙色
5YR6/8

内面に炭化物が
やや多 く付着
外面側から穿孔

99-1区 SD1002 弥生土器
有孔鉢

ほ1ま
完形

タト:口 ～体上半―タ
タキ (4条 /1 5 cI「 )
のち部分的にナデ、
体下半～底―ケズリ
のちナデ、体下位で
は部分的にユビオサ
エあり
内 :日～体―ユビナ
デ、底―ユビオサエ
ユビナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

罠好

外 :橙色
5YR7/8
内 :にぶい黄
橙色
10YR7/3

穿孔部を中心に
黒斑あり

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
高郭

(123) 唯
陀

コナデ、て９条／ｃｍ
コナデ、ぐ４ｍｍＪ

一ョ″
一ョ着

ロ

ハ
ロ
ミ

外
体
内
体

石英
結晶片岩
赤色 J/・I紅
雲母

良好

外 :にぶい橙
色
75YR6/4
内 :橙色
75YR7/6

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
高郭

(144)
径

１２

回

ν 一・不明”一４ｍｍ＞

外
体
内

デ

一

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好

タト 内 :にぶ
い橙色
5YR7/4

内面に炭化物が
若干付着

99-1区 SD1002 SDllX11 弥生土器
高杯

(200) 唯
И

外

一
内

一
低

日―ヨコナデ、体

ローヨコナデ、体
コナデのちハケメ
ツ1 2cm以 上)

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

タト 内 :に ぶ
い黄橙色
10YR7/3

63 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
高郭脚部

脚上径
47 (181)

脚郡径
1/3

外 :脚 ―ハケメ (11
条 /1l cm)、 脚端 ―

ヨコナデ
内 :脚上半―ケズリ
のち板ナデ、脚下半
―板ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒

良好
外 内 i橙色
75YRν 6

杯部との接合面
が明瞭に残る
タト面脚部中央に
黒斑あり

99-1区 SD1002 SD100] 弥生土器
高郭脚部

脚
雛
５０

購
閉

外 :顎 ―ハケメ (4粂
/em)、 脚上位―ケズ

リのちミガキ (3 mm)、
脚下位―ケズリのち
ハケメ (7条 /1 8 cm以
上)、 脚端―ユピオサ
エのちヨコナデ
内 :脚上位―絞り痕、
脚中位―ユビオサエ
ケズリのちナデ、脚下
位―ナデのちハケメの
ちヨヨナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
(多 )

雲母 (多 )

良好

外 :浅黄橙色
75YRン 4
内 :に ぶい橙
色
75YR7/4

lll-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
高郭脚部

即上径
42 (124) 雌開

外 :調整不明
(37し )

内 :脚 上位 ―

脚下位 ―ハケ
条 /13cm以 上 )

釘
　
ガ
【

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

内面に炭化物が

付着
外面側から穿子し

99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
高杯脚部

脚上径
35 1005 鵬

‐

外 :脚上半 ―ミガキ
(3 mm)、 脚下半 ―ナ
デ
内 :脚上半 ―ハケメ
(25条 /35 cm)、 脚
下半 ―ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
タト 内 :橙色
75YR7/6

外面、器表面剥
離のために調整
不明瞬

99-1区 SD1002 SDllll11 弥生土器
高杯脚部

脚上径
(40)

却部径
1/2

外 :脚 上半 ―ハケメ

(8条 /15 cm)の ち
ミガキ (6 nm)、 脚
下半―調整不明
内 :脚 上位 ―ナデ、
脚中位～下位 ―ハケ
メ (8条 /15cm)の
ちナデ、脚端 ―ヨコ

ナデ

鰐
軸
∽

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 内 :に ぶ
い橙色
75YR6/4

内面に多量に炭
化物力喘 着

00-1区 SD1002 SD1002 弥生土器
高年脚部

脚上径
55 蜘嚇

外

メ
ミガキのちハケ
(7条 /7 mm以上)

石英
赤色斑粒
雲母

良好
外 :浅黄橙色
10YR8/3

69 99-1区 SD1002 SD1001 弥生土器
高郭

脚上径
44

脚柱径
1

タト:板ナデのちミガ
キ (35～ 4 mm)
内 :脚上位―ヨコナ
デ、脚下位―ハケメ
(5条 /6鰤以上)

石英
赤色斑粒
雲母

や
良
や
不

外 :橙色
25YR6/6
内 :に ぶい橙
色
75YR7/4

外面赤彩 (ベ ン
ガラ塗布 )

99-1区 SDlCl12 SDllX11 器
つ噸鉤

酢
路

外 :脚下位―ケズリの

ちナデ ?、 1/J端 ―ヨコ

ナデ
内 :脚 ―ミガキ (2 mm)

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 :にぶい橙色
75YR6/4
内 :黒色
75YR2/1

内面に黒斑あ り

71 00-1区 SD1002 SD1002 縄文土器
深鎌

(220)
回径
1/11 ャ”体．条痕期

日
突
＞
、
調

外…鮒
期
内‥

石英
長石
角閃石
赤色斑粒

や
良
や
不

外 :にぶい黄
橙色
10YR7/4
内 :黄橙色
10YR8/6

72 99-1区 SD1002 SD100ユ 縄文土器
深鉢

破片
痕

デ

条

ナ
ロ
日

外
内

石英
長石
赤色斑粒

良好

外 内 :灰黄
褐色
10YR5/2

磨減のため調整
不明瞭

99-1区 SK1001 SK1001 土師質土器
杯

睫
舅

デ

ｈ
リ

ナ
切
転

ラ
回

ヘ転

デ

内

回
ナち

外
底

の

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

やや
不良

外 :明黄掲色
10YR6/6
内 :橙色
75YR6/6
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載
号
掲
番 調査区 器 種

法   量 (cm)
残存率 振 法 胎  土 焼成 色  調 備 考

本報告 調査時 口径 隕言[召 最大密 底径 器高 葛台宿

99-1区 SK100] SK1001 須恵質土器
椀

(148)
径

１２

日

ν

外 :国 一回転ナデ、
体 一回転ナデのちミ
ガキ (3 mm)
内 :国 一回転ナデ、
体一回転ナデのちミ
ガキ (2～ 5 mm)

石英
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 1灰色
N5/

99-1区 SK1001 SK1001 土製品
土錘

長

２
幅
１８

さ
０
厚
徹 襲９‐ｇ

体
Ю
全
ν

ナ デ

石英
赤色斑粒
雲母

良好
黒褐色
25Y3/1

″ 00-2区 SK1002 SK1001 朧
碗

(111) 41 36

日径
1/3
底径
1

デ
削
ナク

切
口
糸
台
転
高

内
回
し出

外
底
り

密 良好

青磁釉 鉄釉
グレイみの黄
緑
10YG7 5/3S
あ さい赤 み
のブラウン
4R055/5S
素地 :灰 自色
N8/

釉薬の三度士卜け

00-2区 SK1002 SK1001 聯蜘
205 唯

開
外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラケズリ

密 良好

鉄釉
あ さい 赤 み
のブラウン

4R055/5S
素地 :に ぶい

赤掲色
25YR5/4

備前産
内面および外面
回縁部に施釉

02区
A-3 SR1001

SR1001 C
下層

土師質土器
脚部
脚上雀
31

脚上雀
1
外 内 :ナ デ ?

石英
長石
赤色斑粒

良好

クト 内 :に パ
い黄橙色
10YR7/3

磨減のため調整
不明瞭

80 躯
・５

SR1001 SR1001 C 須患質土器
椀

143 鉢
％

外 i回 一回転ナデ、
体一回転ナデのち部
分的にナデ
内 :回 転 ナ デの ち
ミガキ (45 mm)、 そ
の後ハ ケ メ (15条
/23cm 35条 /2 cm)
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ、
畳付 ―板状圧痕

石英
赤色斑粒

やや
不良
外 内 :灰色
Nν

硬質焼成
遺存部の 1/3が
やや軟質焼成で
ある。須恵質と
いうより、瓦質
に近い

躯
・６

SR1001
3R1001C
上層

土師質土器
鍋

(264) (227) 難舅

外 :ロ ーヨコナデ、顕
―ユビオサエのちヨコ
ナデ 貼り付け突帯、
体―ハケメ (7条 /08
cm以上)
内 :ハ ケメ (4条 /05
cm以上)の ちナデ

石英
長石
赤色斑粒

良好

外 i灰黄褐色
10YR5/2
内 :に ぶい黄
橙色
10YR6/3

能 躯
・３

SR1001
SR1001 C
下層

縄文
もしくは
弥生土器

破片 外  内 iナ デ
石葵
結晶片岩
赤色班粒

やや
不良

外 内 :に ぶ
い黄橙色
10YR7/3

磨減のため調整
不明瞭

区

・５
SR1001

δR1001 C
下層

弥生土器片 破片
外 :ナデのち木葉文
(沈線 )
内 :ナ デ

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 :に ぶい黄
橙色
10YR6/3
内 :に ぶい黄
橙色
10YR7/3

34 躯
・５

SR1001
SR1001 ③
下層

弥生土器
小型鉢 ?

日径
1/12

デ

外
ナ
内

ユビオサエのち

ナデのち板ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒

良好

外 :に ぶい黄
橙色
10YR7/3
内 :浅黄橙色
10YRV3

85 01-1区 SR1001b 弥生土器 (116)
径
Ю
底

ツ

外
内
底

ケズリのちナデ
調整不明
ナデ

石英
赤色斑粒

良好

外 :にぶい黄
橙色
10YR6/3
内 :に ぶい黄
褐色
10YR5/3

醒Ａ・２
SR1001 C
下層

器
壁
一璽
弥

酪
姥

外 :調整不明
内 iユ ビオサエのち
板ナデ P
底 iナ デ ?

石英
長石
赤色斑粒

や
良
や
不

外 iに ぶい責
橙色
10YR6/4
内 :にぶい黄
橙色
10YR7/4

磨減のため調整
不明瞭

V 躯
・２
０

Ａ SR1001 SR1001A
中 下層

弥生土器
菱 離

明

外 :調整不明
内 :ナデ
底 :ナデ

石葵
赤色班粒
雲母

や
良
や
不

外 :赤褐色
5YR4/6
内 :に ぶい赤
褐色
5YR5/4

磨減のため調整
不明瞭

躯
・７
０

Ａ SR1001
SR1001D
下層

弥生土器
鉢

(25) 歴
‐
舞岬”ガ

外

０６
内
底

(3条 / 石英
結品片岩
赤色斑粒
雲母

やや
不良

外 :にぶい橙色
75YR″ 4
内:にぶい橙色
75YR″ 3

磨滅のため調整
不明瞭
外面黒斑あ り

躯
・３
SR1001 SR1001 C

下層
縄文土器
深鉢 破片

外 :貼 り付け突帯刻
目 条戻
内 :ナデ

石英
赤色班粒
雲母

良好

外 :灰黄褐色
10YR6/2
内 !黒掲色
10YR3/1

90 躯
・３
０

Ａ SR1001
SR1001B
下層

土製品
土錘

長さ
45
幅
(43)

み

５

厚

４

体

１０

全

″
ナ デ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
にぶい黄橙色
10YR7/2

躯
・３

SR1001
3R1001C
中層

不明土製品
長

３

幅

２２
み
７

厚

１
都
損
一
欠
ユビオサエ ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好
灰黄色
25Y6/2

92 躯
・２
０

Ａ SR1001
SR1001A
下層

不明土製品
長

２

幅

４５ 聯
‐５５

一部
欠損
ユビオサエ ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
色

ρ鞘ＹＲ５
灰
１０
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載
号
掲
番 調査区 器 種

法   量 (cm)
残存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 偏  考

本報告 1 調査時 回径 蹟部ぞ 景大個 底径 器高

00-2区 SX1001 SX1001 須恵賃土器
椀

径

Ю

口

ν

外 :回転ナデ部分的
にミガキ (6 mm)
内 :回 一回転ナデ
エ具痕有り、体―板
ナデ ナデ

石英
雲母

良好
外 内 :灰色
5Y6/1

やや軟質焼成
歪な形を呈する

00-1区 包含層
土師質土器
小皿

186 鉢
猶

外 内 i回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち粗いナデ

石英
赤色斑粒
(多 )

良好

外 :に ぶい黄
橙色
10YR7/4
内 :に ぶい橙
色
75YRン 4

内面に炭化物が
やや多く付着

00-1区 包含層
土師質土器
鍋

破片

外 :ユ ビオサエのち
ヨヨナデ
内 :強いヨコナデ

岩
粒
片
斑

英
石
晶
色

石
長
結
赤

良好

赤明

蜘随贈
00-1区 包含層

須患賢土器
椀

04 離
‐

外 :体 一回転ナデの
ち部分的に ミガキ、
底一回転ヘラ切 りの

ちナデ 回転 ナデ、
畳付け―板状圧痕
内 :ナデ

石英
黒色粒

良好
外 内 i灰色
N6/

着
部
付
め

幣
峠
駒
紹

賊
的
輌
陣
肝
る

醸
印
し、］
隷
韓

区

６ 遺構面直上
土師質土器
椀

唯
И
雖
‐

外 :回転ナデ ?
内 :回転ナデ ?
底 :回 転ヘラ切 りの

ちナデ 回転ナデ

岩
粒
片
斑

麒
鶴
施
②
劉

やや
不良

外 :橙色
5YR7/6
内 :浅黄橙色
10YR8/4

暦減のため調整
不明瞭

00-2区
C-15 遺構面直上

土師質■給
椀

(152) 唯
開
タト 内 :回転ナテ

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

良好

外 :橙色
5YR7/6
内 iにパい橙色
75YR7/4

磨滅のため調整
不明瞭

区

９ 遺構面直上
土師質土器
杯

唯
％

外 内 :回転ナデ
底 :回 転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色班粒
雲母 (多 )

や
良
や
不
外 内 i

5YR6/6
橙色 日縁部が楕円形
に歪む

100 00-2区 遺構面直上
土師質土器
杯

ぽ
形
ほ
さ
死

外 内 :回 転ナデ
底 :回 転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
長石
赤色班粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

00-2区
C D-21 包含層

土師質土器
杯

睫
‐

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

岩
粒
片
班

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR6/6

102
区

８ 遺構面直上
土師質土器
杯 睫

‐

外 内 :回 転ナデ
底 i回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒
(多 )

雲母

良好

外 内 :浅黄
橙色
75YR8/4

磨滅のため調整
不明瞭

103

区

一
７
・２つ
側

００

Ｃ

ｌ

遺構面直上
(SD1001)

土師質土器
杯

離
‐

の
デ
リ
ナ
切
転

ラ

回

ヘ転
内
回
デナ

外
底
ち

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

やや
不良
外 内 :橙色
75YR7/6 やや歪な形

104
00-2区
C D― 釣 包含層

土師賃土器
杯

略
И

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち粗い板ナデ

石英
赤色斑粒
(多 )

雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

105
00-2区
C-11 包合層

土師質土器
杯

回径
1/6
外 内 1回転ナデ ?

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
外 内 :橙色
5YR7/8

磨滅のため調整
不明瞭

106
区

６ 包含層
土師質土器
杯

(152) 酷
取

外 内 1回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
外 内 :袴色
5YR6/6

磨減のため調整
やや不明瞭

107
区

１ 包含層
土師質土器
杯

(140) 唯
開

内 :回転ナデ 跡
②

英
色
母

石
赤
雲

良好
外 内 :橙色
5YR7/6

108 00-2区 包含層
上師質上器
杯 (皿 ?)

(158) 唯
開
外 内 :回転ナデ 粒斑

英
色
母

石
赤
雲

良好
タト 内 :にが
い橙色
75YR6/4

109 00-2区 包含層
土師質土器
杯 (皿 ?)

(158)
口径
1/7
外 内 :回転ナデ 石英

赤色斑粒
やや

不良
外 内 :橙色
5YR6/6

区

５ 遺構面直上
土師賢土器
杯

(162) 唯
И
外 内 i回転ナデ

石英
赤色斑粒
(多 )

良好

夕1 内 :,完貢
橙色
10YR8/4

区

５ 遺構面直上
土師質土器
皿
(140) 275 醍

陸
外 内 :回転ナデ
底 :不明

粒斑破絶
②
動

良好

外 内 :浅黄
橙色
10YRン 4

脚部付 ?
磨減のため調整
不明瞭

00-2区
C-14 置構面直上 螂蜘

(145) 唯
路
外 内 :回転ナデ

岩
粒
片
班

破
継
絶
②
鉛

良好

外 内 :にが
い橙色
75YR7/4

区

３
包含層
(SO直上) 螂蜘

躙
蜂
６７

脚
雛
‐

外 内 :回転ナデ

石英
赤色班粒
(多 )

雲母 (多 )

良好

外 :浅黄橙色
10YRν 4
内 :浅黄橙色
10YRν 3

釜
阿
脚

柳
釘
袈

‐こ施す。

部
し
記
面

皿
合

の
内

区

８ 包含層
土師質生器
小皿

(65) 19 唯
И

の

デ

ハ
ワ

ナ
切
転

ラ
回

ヘ転
内

回
デナ

外
底
ち

石英
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好

タト 内 iにぶ
い黄橙色
10YR7/3

区

６

∽

Ｃ 遺構面直上
土師質土器
/1ヽ皿

(68) 16 唯
路

の

デ

ゐ
ツ

ナ
切
転
ラ
回

ヘ転
内
回
デナ

外
底
ち

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

タト 内 :にぶ
い橙色
75YR7/4

磨減のため調整
不明瞭

区

２０

００

Ｃ 遺棒面直上
土師賢土器
/1ヽ皿

(78) 16 唯
Й

の
デ
リ
ナ
切
転
ラ
回

ヘ転
内
回
デナ

外
底
ち

石英
赤色斑粒
雲母

良好

黄内‥　
財
舛
髄
７５Ｙ

磨減のため調整
不明瞭
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掲載
番号
調査区

遺橋番号・層位
器 種

法   透 (cm)
残存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1調査時 口径 蹟部窄 最大径 底径 器高

区

６

∽

Ｃ 包含層
器毀
皿ヽ

土
155 離

И

外 :回転ナデのち部
分的にナデ
内 :回転ナデ、内面
見込みのみナデ
底 !回 転ヘラ切 り

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

自灰

珍

内

　
Ｒ８

外
色

Ю

外面底部に黒斑
あり

区

７ 遺構面直上
土師質土器
小皿

(945) (73) 14 唯
函

デ
リ
ナ
切
転

ラ

回

ヘ転
内
回

外
底

粒斑破絶
②
鞘

良好

タト 内 :に ぶ
い橙色
5YR7/4

磨滅のため調整
不明瞭

00-2区
C-17 遺樗面直上

器監
皿ヽ

土
14 唯
И

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ

岩
粒
片
班

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

やや
不良

外 褐灰色
10YR5/1
内 :にぶい黄
橙色
10YR7/2

炭素吸着 ?(黒
色土器 ?)

区

４ 遺構面直上
土師質土器
小皿

(86) 13 口径
1/4

の

デ

あ
ツ

ナ
切
霧
ｒ
フ
デ

回

ヘ
ナ

転
板

内
回

い粗

外
底
ち

石英
赤色斑粒
(多 )

雲母

良好
外 内 :橙色
5YR6/6

磨減のため調整
不明瞭

区

６ 置構面直上
器駐

ヽ皿

師

ィ 11 離
略
外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち粗い板ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

やや
不良
髄
醜髄Ｍ

外

２５
内

２５

1カ
区

７ 遺構面直上
土師質土器
小皿

(77) と25 睡
開

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

不良
外 内 :橙色
5YR7/6

磨滅のため調整
不明瞭

123
区

７ 遺棒面直上
器疑
皿ヽ

(57) 15 略
開

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒
(多 )

良好

タト 内 :にぶ
い橙色
5YR7/4

磨減のため調整
不明瞭

区

０ 遺構面直上
器趾
皿ヽ
師

ィ 17 唯
開
外 肉 :回転ナデ
底 :ナ デ

石英
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

125
区

５ 遺構面直上
土師質土器
脚部
螂
輌
ロ

脚
罰
勁

外 :ナ デ
内 1回転ナデ
上面 :回転ヘラ切 り
のちナデ

石英
赤色斑粒

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

126
区

８

∞

Ｃ 遺構面直上
土師質土器
柱状高台

(53) 購
ユ

外 内 :ナ デ ユビ
オサエ

底 :回転ヘラ切りの
ち粗い板ナデ

石英
赤色斑粒
(多 )

雲母

良好

外 :橙色
5YR7/6
内 :浅黄橙色
75YR8/3

00-2区 包含層
土師質土器
鍋

(297) (290) 唯
開

外 :口 ～頸 ―ヨコナ
デ、体 ―ユピオサエ

のち板ナデ
内 1日 ～頸 ―ヨコナ
デ、体 ―板ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 :灰褐色
75YR4/2
内 :橙色
75YR6/6

内外面共に煤状
の炭化物がやや

多 く付着

区

２ 遺構面直上
土師質土器
鍋 ?

(248) 醒
開

外 :口端 ―凹線 l条 、
日～頸 ―ヨコナデ、
体 ―ヨヨナデ 突帯
の貼 り付け痕
内 :日～頸 ―ハケメ
(6条 /cr)、 体 ―板
ナデ

粒斑

英
石
色
母

石
長
赤
雲

や
良
や
不

外 :にぶい橙
色
75YR7/4
内 :橙色
75YR7/6

129
区

７

∽

Ｃ 遺構面直上
土師質土器
羽釜脚部

長

Ｈ

幅

２‐ 鴎２０
脚
‐
ユビオサエ ュビナ 石英

結晶片岩
赤色斑粒

や
良
や
不
外 :橙色
75YR7/6

130
00-2区
CD-20 包含層

黒色土器
椀

(146) 08 酪
‐

外 :日 一回転ナデ
沈線 3条、体 ―ナ
デ ? 回転ナデ
内 iミ ガキ (3 mm)
底 i回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

や
良
や
不

色
　
色

灰
　
灰

外

Ｎ５
内

Ｎ４

内外面共に炭素
吸着
磨減により調整
不明瞭 (内面底
部のみ ミガキが
判別 )

区

９ 遺構面直上
黒色土器
椀

(154) 唯
睛
タト 内 :回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 内 :灰白
色
5Y7/1

内外面ともに炭
素吸着
磨減のため調整
不明瞭

132
区

６ 遺構面直上
黒色土器
椀

離
‐

く
ヽ
　
の
り

ち
　
り
貼

の
　
切
台

デ
　
ラ
一高

明
船
３ｍｍ＞転へ井

不
回
ぐ
回
ナ
痕

キ
　
板
け

外
内

ガ
底
ち
付

帖
醐
∽

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

や
良
や
不

外 :にぶい橙
色
75YR7/4
内 :黒色
5Y2/1

内面のみ炭素吸
着

区

７ 遺構面直上
黒色土器
椀

08「D 睫
レ

外 :ユ どオサエのち
ナデ
内 :ナデ ?
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

糀斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 :灰自色
75Y7/1
内 :灰白色
N7/

外面のみ炭素吸
着 ?
磨減のため調整
不明瞭

00-2区
CD-20 包含層

黒色土器
椀

酪
Ｉ

外 :体 一回転 ナデ、
部分的に板ナデ
内 :板 ナデ の ちナ
デ ?

底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

やや
不良

外 :灰白色
25Y8/1
内 :灰白色
5Y8/1

内外面共に炭素
吸着

区

６ 包含層
黒色土器
椀 離

％

外 i体 ―ユビオサエ
のち回転ナデ
内 :ナデ ?
底 :ナデ 回転ナデ

粒斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 :灰オリー
ブ色
5Y5/2
内 !灰白色
5Y8/1

全体的に磨減し
ているものの、
外面のみ炭素吸
着
調整不明瞭

136
区

８ 包含層
黒色土器
椀 離

開

外 :回転ナデ
内 :ナデ ?
底 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :灰色
5Y5/1

内外面共に炭素
吸着
磨減のため調整
不明瞭

00-2区
C-16 包含層

黒色土器
杯 離

И の切

デ
　
ラ

ナ
デ

ヘ

転
ナ
転

回
板
回
デナ

外
内
底
ち

英
母
石
雲 良好

外 灰白色
5Y6/1
内 :灰白色
5Y7/1

内外面共に炭素
吸着
磨滅により調整
不明瞭
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掲載
番号
調査区

遺構番号 層位
器 種

法   量 (cm)
甍存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備 考

本報告 1 調査時 口径 頸部径 最大径 底径 器高

区

７ 遺構面直上
黒色土器
小椀

40 鉢
姥

外 :口 ～体中位 一回
転 ナデ の ち ミガキ
(15～ 2 mm)、 体 下
位一回転ナデ
内 :回転ナデのちミ
ガキ

底 〔回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
雲母

良好

外 内 :暗灰
色
N3/

内クト面に炭素吸
着
磨減のため調整
不明瞭

00-2区
CD-21 遺構面直上

黒色上器
小皿

日径
1/2

外 :回 転ナデ
内 :回転ナデのち一
部 ミガキ (3 mm)
底 :ユ ビオサエのち
ナデ 板ナデ

石英 良好

灰内外
色

Ｎ３

内タト面共に炭素
吸着
内面のみに煤付
着 (灯明皿に転
用か )

区

９ 遺構面直上 琳
椀

(167) 鎌
略

外 :口～体上位一回
転ナデ、体中 下位
―ユビオサエのちナ
デ
内 i口 ～体上位一回
転ナデ、体中位―板
ナデのちミガキ (1
～ 3 mm)、 体下位～
内面見込み―板ナデ
のち格子目状の暗文
底 f不明 回転ナデ

石英
赤色班粒

良好

外 :灰色
N5/
内 :黄灰色
25Y5/1

内タト面共に炭素
吸着
回縁部に重ね焼
きによる黒色帯
あり
器形に若千歪み
あり

区

９ 包含層
瓦器
椀

(154) 唯
И

外 日端 一回転ナデ、
体 ―ユビオサエのち
ナデ
内 :回端一回転ナデ、
体―ナデ ?

粒斑

英
石
色

石
長
赤

良好

外 i灰黄色
25Y6/2
内 :灰白色
25Y7/1

内外面に炭素吸
着
磨減のため調整
不明瞭

区

６ 包含層 瑞
椀

(130)
径

１６

回

ν

外 :ロ ー回転 ナデ、
体 ―ユビオサエのち
ナデ ミガキ (3 mm)
内 :回転ナデのちミ
ガキ

粒斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 !灰色
5Y5/1
内 i灰色
5Y4/1

00-2区
C-18 包含層

瓦器
椀

底径

I

デ
外
ナ
内
底

ユビオサエのち

ミガキ (25 mm)
ナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好
色塁
¨

内
〃Ｙ

外

７５
内外面共に炭素
吸着

00-2区
C D― 劉 包含層 嚇

椀
47 睫

囲

キ
　
の

ガ
　
リ
デ

ミ
ヽ
　
切
ナ

デ
ち
　

ラ
転

ナ

の
　

へ
回

』
ガ

ｍｍ＞
囀

カ

５
　
ナ

外
内
⑫
底
ち

石英
赤色斑泣

良好
外 内 :黒色
N2/

内外面ともに炭
素吸着

00-2区
CD-21 包含層

瓦器 ?
椀

離
明

外 :ナデ
内 :ナデのちハケメ
(10条 /07 cm)
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒

良好

外 :灰黄褐色
10YR5/2
内 :に ぶい黄
橙色
10YR6/3

外面のみ炭素吸
着 ?

磨減のため調整
不明瞭

区

６ 包含層
瓦質土器?
小皿

雌
開

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

泣斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 :灰色
N5/
内 :にぶい黄
橙色
10YR7/3

内外面に炭素吸
着

区

０ 遺構面直上 羽 口 酢
①

径
略
クト:
チデ
ユビオサエのち 石英

結晶片岩
赤色斑粒

良好
にぶい黄橙色
10YR6/4

穿孔部は遺存し
ない

区

８ 包含層
須恵質土器
椀

(135) 575 底径
1

外 :回～体中位 一回
転 ナデの ち ミガキ
(3 mn)、 体下位 ―ユ
ビオサエのち回転ナ
デ 板状工具痕
内 1日 一回転 ナデ、
体 ―板ナデのちミガ
キ

底 :切 り離 し技法不
明 記号文 ? 回転
ナデ

粒

英
母
色

石
雲
黒

や
良
や
不
外 内 :灰色
N6/

硬質焼成
記号文 (板ナデ
の痕跡か ?)

149
区

９ 包含層
須忌賢i器
椀

(136) 09 唯
И

外 :口端 一回転ナデ、
体 一回転 ナデの ち
ミガキ (4～ 8 mm)
火欅
内 :口端 一回転ナデ、
体 一回転ナデのちナ
デ 粗 い ミガキ (3
～ 4 mm)、 内面見込
み―粗い ミガキ
底 :回転ヘラ切 りの
ち粗い板ナデ 回転
ナデ

石英
赤色斑粒
雲母
黒色粒

良好

タト 内 :灰白
色
75Y7/1

成
欅
焼
火

る

質

に
れ

軟
面
ら

や
外

め

や
内

認

133
00-2区
C D-20 包含層

須患質土器
椀

(132) 05
唯
路
睫
・

外 :回 転 ナ デ の ち
部分的に ミガキ (3
mm)、 底 一回転ヘ ラ
切 りのちナデ 回転
ナデ
内 :口 ～体―ナデの
ち部分的にミガキ (3
mm)工具痕、底 ―
ナデのち板ナデ

石英
赤色斑粒

良好

外 内 :灰白
色
5Y7/1

磨減のため調整
不明瞭
歪みのため、歪
な形を呈する

区

６ 遺構面直上
須患賢土器
椀

(136) 50 唯
И

外 :回転ナデ
内 :ロ ー回転ナデの
ち板ナデ、体～底 ―

回転ナデのちミガキ
(3 nm)

底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒

罠好

外 内 :灰自
色
75Y7/1

磨減のため調整
不明瞭
軟質焼成
高台部の貼 り付
けやや雑 (高台
を貼 り付ける部
分を凹ましてい

るのが確認でき
る)
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載
号
掲
番 調査区

遺構番号 層位
器 種

法   量 (cm)
残存率 枝 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1 調査時 口径 頸部径 最大径 底径 器高 高台高

区

５ 包含層
須忘質土器
椀

唯
舅 ”一回転ナデのち部的十こミガキぐ３ｍｍ＞”〕”の如

外
体
分
内
体
ガ
キ
の

石英
赤色斑粒

良好
外 内 :灰色
N5/

硬質焼成
外面に回転ナデ
に伴う筋状の線
が多 く入る

00-2区
C-16 包含層

須恵質土器
椀

離
明

外 :体 ―ナデ ?
内 :ナデのち部分的
にミガキ (3 mm)
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒

良好

外 :灰 白色
5Y7/1
内 :灰 白色
75Y7/1

内外面に火欅あ
り 硬質焼成
器表面剥離のた
め調整不明瞭

154
区

９ 包含層
須恵質土器
椀

(146) 565
鉢
　
　
璃

外 :日端 一回転ナデ、
体 一回転ナデのち部
分 的 に ミガキ (02
～ l cm)
内 :回端 一回転ナデ、
体 一回転ナデのち板
ナデ、内面見込み―

ナデ
底 :回転ヘラ切 り ?
回転ナデ

石英
長石

良好

色白
　
色

灰
　
灰

外‥
Ｍ
内…
Ｍ

硬質焼成

区

６
遺構面直上
(SD1001内 )

須患質土器
椀

(139) 鉢
陀

外 !ロ ー回転ナデ、体
一回転ナデのちミガキ
(55 mm)、 底一回転ヘ

ラ切りのちナデ 回転
ナデ、畳付け―板状圧
痕
内 :日 一回転ナデ、体
一回転ナデのちナデ

石英 良好

外 内 :灰白
色
25Y7/1

硬質焼成
体部に黒斑有 り

00-2区 遺構面直上
須急質土器
椀

(140) 57 唯
舅

デ

の

ナ
リ

デ

，
ち
切
ナ

デ
の
ラ
転

ナ
デ

ヘ
回

転

ナ
転

回
板
回
デナ

外
内
底
ち

赤色 j・I粒 良好
外 内 :灰白
色
25Y8/1

軟質焼成
磨滅のため調整
不明瞭

区

８ 遺構面直上
須恵質土器
椀

(144) (44) 唯
И

外
転

ｍｍ
サ
内

一
底

ナ

日～体上位 ―回
トデのちミガキ (4
、体下位―ユビ才

=の ち回転ナデ
ロー回転ナデ、体
]転ナデのち板ナデ
回転ヘラ切りのち
で 回転ナデ

石英
赤色斑粒

良好

夕1内 i灰白
色
5Y8/1

軟質焼成

158
00-2区
C-2
C D-20

遺構面直上
須患質土器
椀

(154) (68) 鉢
路

外 i回転ナデ ?
内 :回～体上半―強
い横位の板ナデ、体
下半 ～底 ―板 ナデ
(同 ′b円状 )
底 :回転ナデ (切 り
離 し技法は不明 )

石英
赤色斑粒
(多 )

良好

外 :灰白色
25Y7/1
内 :責色
25Y7/2

軟質焼成
やや歪な形を呈
する

159
区

９ 包含層
須恵質土器
椀

(141)
唯
貶
離
‐

外 :口端 一回転ナデ
指頭庄痕、体上 中
位 一回転ナデのちミ
ガキ (4 nln)、 体 下
位 ―板ナデのちナデ
内 :日端 一回転ナデ、
体 ―板ナデのちナデ
底 :回転糸切 りのち
ナデ 回転ナデ

石英
長石
赤色斑粒

良好

外 内 :灰白
色
75Y7/1

態
な
を

効
働
い
”
撹

硬
高
は
く
呈

160
区

５ 包含層
須悪質土器
椀

(■ 9)
体都径
1/6

外 :日 一回転ナデ、体
上位―ユビオサエのち
回転ナデ、体下位―ユ
ビオサエのちナデ
内 :ロ ー回転ナデ、体
―ナデのち板ナデ

石英
赤色斑粒

良好
外 内 :灰色
N5/ 硬質焼成

00-2区
C-14 遺樽面直上

須恵賢土器
椀

唯
函

外 :ロ ー回転 ナデ、
体 一回転ナデのち部
分的に ミガキ (4～
6 mm)

内 :口端 一回転ナデ、
日～体 一回転ナデの
ちナデ

石英
黒色粒

良好
外 内 :灰色
5Y6/1

硬質焼成
形態 ―天 目茶碗
の模倣 ?

162
区

５ 遺構面直上
須思質土器
椀

径

１２
日
ν

外 :ロ ー回転 ナデ、
体 一回転ナデのち部
分的にミガキ (4 mm)
内 1日 ～体 一回転ナ
デのちナデ

石英
赤色斑粒

良好
白灰

れ

内

５Ｙ

外
色 軟質焼成

区

８

∽

Ｃ 包含層
須忘質土器
椀

(153) 唯
開

外
内
体

デ

回転ナデ
日 一回転 ナデ、
板 ナデ の ちナ

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 :灰自色
25Y8/1
内 :灰白色
25Y8/2

軟質焼成
磨滅のため調整
不明瞭

区

６ 遺構面直上
須急質土器
椀

底径 1

外 :体 一回転ナデの
ち部分的にミガキ(4
mm)

内 1体 ―板ナデのち
ナデ、内面見込み ―

回転ナデのちナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石 英 良好

外 :灰白色
N8/
内 :灰白色
25Y8/1

硬質焼成

00-2区
D-20 遺構面直上

須恵質土善
椀

143
体

Ю

全

ν

外 :日 一回転ナデ、
体 一回転ナデのちミ
ガキ (5 mm)5条
内 1日 一回転ナデ、
体～底 ―板ナデ (ハ
ケ状工具 )
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
雲母

良好

外 内 :灰白
色
N7/1

口縁部に重ね焼
きによる黒色帯
やや軟質焼成

一-310-―



載
号
掲
番 調査区

遺構番号・層位
器 種

法   量 (cm)
残存率 枝 法 胎  土 焼成 色 調 備  考

本報告 1 調査時 口径 勇部ぞ 最大径 底径 器高

00-2区
C D-20 包含層

須恵質土器
椀

(131) 唯
％

外 :回～体中位一回
転ナデ、体下位―ユ
ビオサエのちナデ
板ナデ
内 :口 ～体上位一回
転ナデのち部分的に
ハ ケ メ (4条 /5 mm
以上 )、 体下位 ―不
明 (ハケメ?)
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

石英
結晶片岩
赤色薩粒

やや

不良

外 内 :灰自
色
Z5Y8/1

軟質焼成
磨滅のため調整
不明瞭
口縁部が歪な形
を呈する

167
区

９ 包含層
須急質土器
椀

唯
Ｗ

外 :口端 一回転ナデ、
体 一ユ ビオサエのち
ナデ
内 :日端一回転ナデ、
体 ―ハ ケメ (14条
/15 cm)のちナデ

石英 良奸

外 内 :灰白
色
5Y7/1

軟質焼成
内タト面の回縁部
に重ね焼 きによ
る黒色帯あり

区

６ 包含層
須恵質土器
椀

(154) 醒
И

外 :回転ナデのち部
分的にミガキ (1～
4 mm)

内 :ハ ケメ (4条 /6
mm以上)のち回転ナ
デ

石英
長石
赤色斑粒

良好

外 内 :灰自
色
5Y7/1

外面日縁部に黒
色帯あ り

169
区

８ 包含層
須恵質土器
椀

05 底径 1

外 :回転ナデのちミ
ガキ (2～ 9 mm)
内 ハ ケ メ (24～
26条 /25 cm)の ち
部分的にナデ
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ、
畳付けに板状圧痕

石英
長石
赤色斑疵

良好
外 内 :灰色
N6/ 硬質焼成

170
区

５ 包含層
須恵質土器
椀

睫
明

ナ
ガ
体
よ
　

メ］獅キぐ５．７ｍｍ，、中”内‥ナデのちノヽヶ［］け

石英
黒色対

良好

外 :灰白色
75Y7/1
内 1灰色
N6/

硬質焼成

00-2区
C-18 置椿面直上

須恵質土器
椀

60 雖
‐

外 :調整不明 回転
ナデ
内 :ロ ー回転ナデ、
体下半～底―ナデ
底 :回転ヘラ切りの
ち粗い板ナデ 回転
ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 内 :灰白
色
5Y7/1

軟質焼成
磨減のため調整
不明瞭
内外面の口縁部
に重ね焼 きによ
る黒色帯あ り

172
区

５

∽

Ｃ 包含層
須恵質土器
椀

515 07
回径
1/3
底径 1

外 :口～体上半一回
転ナデ、体下半―ユ
ビオサエのちナデ
内 :ナ デ ?
底 :回転ナデ (切 り
離し技法不明)

石英
赤色班粒

良好

外 内 :灰白
色
5Y8/1

磨滅のため調整
不明瞭

173
区

９ 遺構面直上
須忘質土器
椀 雌

陀

外 :日～体中位一回
転ナデ、体下位―ユ
ビオサエのちナデ
内 1日 一回転ナデ ?、
体―ナデ ?
底 :回転ヘラ切りの
ち板ナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒

良好

外 内 :灰自
色
5Y8/1

軟質焼成
磨減のため調整
不明瞭

174
00-2区
CD-20 遺構面直上

須恵質土器
椀

(132) 唯
明

タト:回端―回転ナデ、
体一ユビオサエのち
ナデ
内 :ナ デ

石英
赤色斑粒

や
良
や
不

外 :灰白色
25Y8/1
内 :黄褐色
10YR5/8

磨 ljRの ため調整
不明瞭

区

９ 遺構面直上
須恵質土器
杯

(84)
口径
1/3

外 :回転ナデ
内 1日～体上位 一回
転ナデ、体中～下位
―板ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

粒班
　
土

英
色
母
色

石
赤
雲
黒

良好

外 内 :灰白
色
75Y7/1

軟質焼成

176

区

一
・２
つ
郷

∽
Ｃ 遺構面直上

須忌質土器
杯 (134) (66) 購

陀
デ
リ
ナ
切
転

ラ

回

ヘ転
内

回
外
底

石英
赤色斑粒

や
良
や
不

外 :灰色
N5/
内 :に ぶい橙
色
75YR6/4

硬質焼成

177 00-2区 包合層
須憲賢土器
杯

体

１０

全

″
の
デ
リ
ナ
切
転

ラ
回

ヘ転

内

回
デナ

外
底
ち

石英
赤色斑粒
雲母

不 良

外 :橙色
75YR7/6
内 1橙色
75YR6/6

178
00-2区
C-18 包含層

須急質土器
杯

(150) 53 鎌
略

ち

エ
ミ
　

ミヽ
　

の
‥ユビオサエの中枷『〕『〕ガ

外
回
具
ガ
内
ガ
底
ち

石英
赤色斑粒

や
良
や
不

色
　
色

白

１

自

１

灰

″
灰

″

炸
２５Ｙ
内‥
５ＹＲ

軟質焼成
ミガキは、回転
ナデによってで
きた稜を潰すよ
うなかたちで施
される

区

Ｖ 包含層
須恵質土器
杯 睫

略

外 :回転ナデ
内 :体中位一回転ナ
デ、体下位～底―板
ナデのちナデ ?
底 :回転ヘラ切りの
ち板ナデ

石英
赤色斑泣

良好

外 :灰白色
10Y7/1
内 :灰白色
75Y7/1

磨減のため調整
不明瞭
外面炭素吸着 ?

区

６ 包含層
須恵質土器
杯

径

１２

底

ν
ガ

デ
ち
ナ
の

転

デ
　

デ

回
ナ

ｍ＞

ナ

外
内
⑫
底

石莫 良好

外 内 :灰白
色
10YR3/1
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載
号
掲
番 調査区 器  種

法   量 lcm)
践存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1調査時 口径 頸部径 最大径 底径 器高 言台吉

00-2区
C-17 包含層

須恵質土器
杯

購
И

外 内 :回 転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
黒色粒

ミ好
外 内 :灰色
N6/

硬質焼成
内外面に火欅
讃岐から搬入 ?

182
00-2区
CD―
20

遺構面直上
須恵質土器
皿
(148) (119) 12

径

１２

日

ν

外  内 :回 転ナデ
外 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ

石央
赤色班粒

良好

外 :灰白色
10YR7/1
内 :灰黄色
25Y7/2

底部から体部下
位に煤力ifI着

183
区

７

∽

Ｂ 包含層
須恵質土器
小皿

(74) 酢
И

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ

石英
赤色班粒
雲母

良好

色白
　
色

灰

刈
灰

外

５Ｙ
内

Ｎ６

やや硬質焼成

184 llll-2区 包含層
賊

ヽ皿

首
ｔ
刻
¨

須

(80) (63) 13 睫
И

外 内 1回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英 良好

色
　
色

灰
　
灰

外

Ｎ６
内

Ｎ５

硬質焼成

185
∽ -2区
C-15 包含層

疑

ヽ皿

首
々
刻
¨

須

罐
酔

外 内 1回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒

農好
色灰内外

Ｎ６

ま
、
る

開

よ］嫌鋤
外
重
黒

186
区

９

∽

Ｃ 遺構面直上
須恵質土器
甕
(232) (210)

回径
1/6

外 :曰 ～顕 ―ヨコナ
デ、体 ―格子 ロタタ
キ (4条 /15 cm)の
ちナデ
内 :口 ～顕―ヨコナ
デ 板ナデ、体―ユ
ピオサエのちナデ

石英
赤色班粒
雲母

や
良
や
不
外 内 :灰色
N5/

東 播 系 (13世
紀前半)

187
区

０ 遺構面直上
須恵質土器

破片

外 :回転ナデ
内 1日端一回転ナデ、
体 ―ナデ

石英 良好

外 :灰色
N6/
内 :灰自色
5Y7/1

回縁部端面に自
色物が、タト面に

鉄津が付着する

188
区

４ 遺構面直上
須恵質土器
甕

(260) (222)
径

１４

回

ν

‥日端． ョコナデ、
・顕． 格子ロタタ

のちョコナデ
、
体

”
一
中

外

国
キ

一
内

デ

石英
長石
赤色班粒

良好

色
　
色

灰
　
灰

外

Ｎ６
内

Ｎ５

189
区

５ 包含層 駆鞘
離
開

外 :体 ―ユ ビオサエ
のち板ナデ、底―板
ナデ
内 :板ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

や
良
や
不

色購
″
庭
炸
２５Ｙ
内‥
Ｍ

内外面に炭素吸
着

190
00-2区
C D-20 遺構面直上 詞

碗
075 底径

1

外 内 :ロ クロナデ
底 :削 りだし高台

粗 良好

青磁釉
グレイみの責
8Y65/1S
素地 :灰白色
N″

同安窯系

区

９ 遺構面直上 磁
碗

(160)
径

１２
日
ν 外 内 :ロ クロナデ 密 良好

透明釉
黄みの自
10YG85/1S
素地 :灰白色
N8/

内タト面施釉

192
00-2区
C D-20 遺構面直上 馘

碗
破片 外 内 :ロ クロナデ 密 良好 自洲噸１

動鋤‐ＯＹＧ８靴勅
193

区

４ 遺構面直上 馘
碗

離
明
外 内 :ロ クロナデ
底 :削 りだし高台

密 良好

透明釉
グレイみの黄
8Y75/3S
素地 :灰白色
NV

外面底部のみ無
釉

194
区

４

∽

Ｃ 遺構面直上 醐
鉢 `71)

底径
1/8
外  内 :ロ クロナデ
底 :削 りだし高台

密 良好

透明釉
グレイみの黄
8Y75/1S
素地 i灰 自色
N8/

外面底部のみ無
釉

195 ∽ -2区 包含層
器
皿
磁
小

唯
Ｗ
降
‐

外 内 :ロ クロナデ
底 :削 りだし高台

密 良好

透明釉
黄みの自
8Y85/1S
素地 :灰自色
5Y8/1

蛇ノロ釉景Jぎ
肥前系

196
区

０

∽

Ｃ 包含層
器
皿
磁
小 唯Иｍ

外

底
内 :ロ クロナデ
削 りだし高台

密 良好

透明釉
黄みの自
10YG85/1S
素地 :灰白色
N8/

蛇ノロ釉剥ざ
釉剥ぎの部分と

高台内側に砂が
溶着
肥前系

197
区

０ 包含層 畷
碗

11 酪
陀

外 内 :ロ クロナデ
底 :削 りだし高台
外 :陶胎柴付 (圏線
3条 草花文 ?)

密 良好

透明釉
黄みの白
10YG85/1S
素地 :灰自色
5Y7/1

肥前

198
00-2区
C D-89 遺穂面直上 朧鵬

(436) (344)
径

Ｈ

回

ν

外 :日 ―ヨコナデ、
体 ―ユ ビオサエのち
板ナデ、底 ―板ナデ
内 :口端 ―ヨヨナデ、
口～底―板ナデ

石
母

英
石
閃
雲

石
長
角
金

良好

外 :暗褐色
10YR3/3
内 :に ぶい褐
色
75YR5/4

外面全体に煤状
の炭化物の付着
が 認 め られ る
が、特に体部が
顕者

200 00-2区 側溝
土師質土器
杯

離
姥
外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 り(右
回転)のちナデ

石爽
赤色斑粒

良好

外 :浅黄橙色
75YR8/6
内 :浅黄橙色
10YR8/4

201 00-2区 側溝
土師貿土器
杯

雖
И

外 内 :回転ナデ
底 i回 転ヘラ切 りの
ちナデ

粒班
英
色
母

石
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

202 00-2区 側溝
土師質土器
杯

離
明
外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒
雲母 (多 )

やや
不良

外 :橙色
75YR7/6
内 :にぶい橙
色
75YR7/4
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載
号
掲
番 調査区

遺構番号・層位
器 種

法   量 (cm)
廃存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1調査時 口径 霞き[奄 最大径 底径 器高

203 llll-2区 側溝
土師質土器
杯

(134) (89) 購
И

外  内 :回 転 ナデ、
内面見込みに工具痕
が残る
底 t回転ヘラ切 りの
ち板ナデ ナデ

粒斑

英
石
色

石
長
赤

良好

外 内 :浅黄
橙色
10YR8/3

付
考
脚
も性ヽ

く
能

る

な
可
れ

で
の
ら

杯

皿
え

204 00-2区 東側溝 瑞
椀

(159)
径

１０

ロ

ツ

外 :回端 一回転ナデ、
体 一ユビオサエのち
ナデ、部分的にミガ
キ (3 mm)
内,日端一回転ナデ、
体―ミガキ (35 mm)

石英
赤色斑粒

良好

外 内 :灰白
色
N4/

磨滅のため調整
不明瞭

205 00-2区 東側滞
須憲質土器
椀

鉢
陀

タト:日 ～体中位一回
転ナデ、体下位―ユ
ビオサエのちナデ、
その後部分的に板ナ
デ
内 :板ナデのちナデ
底 :回転ヘラ切 り
回転ナデ

池

英
母
色

石
雲
黒

や
良
や
不
外 内 :灰色
5Y6/1 硬質焼成

206 00-2区 東倒溝
須忌賢土器
椀

05 底径
1/3

外 :回転ナデのち部
分 的 に ミガキ (55
mm)板 状工具によ
る強い回転ナデ
内 1体 中位 一回転ナ
デ、体下位 一回転ナ
デのちナデ P(板状
工具による横方向の
強い回転 ナデ に よ
り、痕跡が明瞭に残
る)
底 1回転ヘラ切り?
のちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒

良好

外 :灰色
75Y6/1
内 :灰色
N6/

硬質焼成

00-2区 側溝
須憲質土器
椀

底径
1/2

タト:体上位―回転ナ
デ、体下位―ユビオ
サエのちナデ
内 :板ナデ ナデの
ちミガキ (3 1un)
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒

やや
不良

外 内 :灰白
色
25Y7/1

軟質焼成 (内面
はやや硬質 )
磨減のため調整
不明瞭

208 00-2区 側溝
須恵貿土器
椀

(80) 酷
陸

外 :回転ナデのちナ
デ、部分的にミガキ

(5 5 mm)

内 :体 ―板ナデ、底
―板ナデのちナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ 高台貼 り
付け痕

石英
赤色斑粒

やや
不良
外 内 :灰色
75Y6/1

209 Ю -2区 北側溝 醜
碗

605 底径
1/2

外

底
内 :ロ クロナデ
削 りだし高台

密 良好

透明釉
グレイみの黄
8Y75/3S
素地 :灰白色
NV

内面は全面施釉
だが、釉薬の剥
離 変色が著 し

〕1-1区
D-22 包含層

土師質土器
椀

唯
略

内 :回転ナデ
石英
赤色斑粒

良好

外 :灰白色
25Y名 /1

内 :灰自色
25Y8/2

須恵質土器の可
能性もあり

区

１ 包含層
土師質土器
椀 ?

(77)
口径
1/6

外
底
明

内 :回転ナデ
切 り離 し技法不 赤色斑粒 良好

外 :浅黄橙色
10YR8/4
内 :浅責橙色
10YR8/3

磨減のため調整
不明瞭

01-1区
D-20 包含層

土師質土器
杯

日径
1/7
底径 1

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭
やや器形が歪

距
２‐
勁

包含層
土師質土
器杯

51 口径
2/5

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YRν 6

区

１ 包含層
土師質土器
杯

50 睫
潔

外  内 :回 転 ナデ、
内面に板状工具痕あ
り
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ ?

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

区

１ 包含層
土師質土器
杯

465 鉢
猶

外 内 :強い回転ナ
デ
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ

石莫
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好
外 内 :橙色
75YR6/6

区

０ 包含層
土師質土器
杯 唯Иｍ

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ

石英
赤色斑粒

良好

タト:にぶい橙
色
5YR7/4
内 :浅黄橙色
10YR8/3

区

０ 包合層
土師質土器
杯

底径 1
外 内 :回転ナデ
底 :回 転ヘラ切 りの
ち板ナデ

石英
結晶片岩
赤色班粒
雲母

良好
外 内 〔橙色
75YR7/6

磨滅のため調整
不明瞭

01-1区
C-21 22 包含層

土師質土器
杯

(146) 425 回径
5/12

外  内 :回転ナデ
底 i回転ヘラ切 り ?
のちナデ

粒斑

英
石
色
母

石
長
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

区

ｌ 包含層
土師質土器
杯

唯
開

の
強
り

デ
リ
部
よ

ナ
切
央

に

転

ラ
中

エ

回

へ
？
サ

転

デ
オ

内
回
ナ
ビ
板

ユ
む

外
底
ち

い
凹

石英
赤色斑粒
雲母

良好
髄
％
髄
開

外
５Ｙ
内
５Ｙ

磨滅のため調整
不明瞭

区

１ 包含層
土師質土器
杯 唯

И
内 1回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

寅好
外 内 :橙色
5YR7/6
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掲載
番号
調査区

逮捕番号・層位
恭  種

法   量 (cm)
残存率 掻 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1 調査時 口径 霞言[ぞ 最大径 底径 器高

221
区

１ 包含層
土師質土器
杯

(70) 雖
ヮ

外 内 i回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ

粒斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 内 :にぶ
い黄橙色
10YR7/3

区

１ 包含層
土師質土器
杯

&4
ぽ
形
ほ
完

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

粒斑
英
色
母

石
赤
雲

やや
不良
髄
酪髄
И

舛
７５Ｙ
内‥
５ＹＲ

223
区

１ 包含層
上師質土器
杯

離
粥

外  内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 り ?
のちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

内面に炭化物が

付着
磨減のため調整
不明瞭

224
区

０ 包含層
土師質土器
杯

(135) 唯
И

内 :回転ナデ ? 粒斑

英
石
色
母

石
長
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

区

２ 包含層
土師質土器
杯 ?

(117) 唯
略
外 内 :回転ナデ

石英
赤色斑粒
金雲母

良好

外 :褐灰色
75YR5/1
内 :掲灰色
10YR4/1

回転ナデを施す
ものの、手捏ね
成形のような歪
な形
讃岐からの搬入
品 ?

226 匡
路

包含層
土師質土器
皿
(150) (76) 唯

И

外 内 1回転ナデ
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ ?

赤色斑粒 良好

タト:橙色
5YR6/6
内 :橙色
5YR7/6

227
区

１ 包含層
土師質土器
皿

(140) 離
И

外
底
明

内 1回転ナデ
切 り離 し技法不
ナデ

石英
赤色斑粒

や
良
や
不

外 :浅黄橙色
10YR8//4
内 :浅黄橙色
10YR8/3

228
区

１ 包含層 的蜘
(131)

脚上径
1

の

デ

ム
ツ

ナ
切
転

ラ
回

ヘ転
内

回
デナ

外
底
ち

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 灰自色
75YRン 2
内 :浅責橙色
75YR8/6

229
区

ユ 包含層
土師質土器
皿
(138) 唯

И
不
デ
法
ナ
技
転
し
回
離

内
切

外
底
明

赤色班粒 良好
外 内 :浅責
橙色
10YR8/3

230 01-1区 包含層
土師質土器
小皿

15 唯
躍

外 内 :回転すデ
底 1回転ヘラ切 りの
ちナデ

赤色斑泣
雲母

良好

タト 内 :に ぶ
い黄橙色
10Y7/4

区

１ 包含層
土師質土器
小皿

(89) (75) 13 唯
略

外  内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ

粒班
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 :にぶい橙
色
5YR6/4
内 :橙色
5YR76

区

１ 包含層
土師質土器
小皿

完形

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好

外 iにパい構色
75YR7/4
内 :に ぶい黄
橙色
10YR7/4

233
)1-1区
C― 囲 24

包含層
器

鉢

土

ね

土

片 85
ば
形
ほ
完

外
内
体
底

ヨコナデ
ローヨコナデ、
板ナデ
ナデ

石英
結晶片岩
赤色班粒

良好

外 内 :黄橙
色
75YR8/8

234
区

１ 包含層
黒色土器
椀

(70)
径
Ю
ロ
ツ

］
位
一回
転ナ
『
く３５ｍｍ＞
”
鉤

う‐と
ヽ
その
腫

体
下
ガ
キ

ヘ
台
よ
線

一
体

ミ
ガ
転
高

い
沈

日

ヽ
ち

ミ
回
　
す

に

明

の
　
　
トア
や
田

外
不

デ
内
底

ナ
し
範

石英
赤色斑粒

良好

外 :灰白色
10YR8/2
内 :黒色
5Y2/1

内面のみ炭素吸
着
磨減のため調整
不明瞭

区

ユ 包含層
黒色土器
椀

(137)
口径
1/7

外 :回転ナデのち部
分的にユビオサエ

内 :ナデ ?

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 :灰色
N5/
内 :灰 白色
5Y8/1

磨滅のため調整
不明瞭
外面のみ炭素吸
着

虹
％

包含層
黒色土器
椀

醐咄鯛∽
螂
％

の
付

デ
明
翔
釧

ナ
不

へ
高

随
離
随
力
別
ナ
痕

外
内
底
ち
け

醐
の
粒

英
色
母
色

石
赤
雲
黒

やや
不良

外 :黄灰色
25Y6/1
内 :灰白色
10YR8/1

磨減のため調整
不明瞭
内タト面共に炭素
吸着

237
区

２ 包含層
黒色土器
椀

庫
略

外 :体中位 一回転ナ
デ、体下位 ―ユビオ
サエのちナデ ?

内 :調整不明
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

粒斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 i灰白色
25Y8/1
内 :灰白色
75Y8/1

内外面共に炭素
吸着

区

３ 包含層
黒色土器
椀

(104) 唯
明

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 り
回転ナデ

石英
結晶片岩
赤色班粒

良好

色自
　
色

灰
　
灰

外

Ｎ８
内

Ｎ５

内タト面共に炭素
吸着
磨滅により調整
不HH膳

区

１ 包含層
黒色土器
椀

底径 1

外 :回転ナデ P
内 :ナデのちミガキ
(3 mm)?
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 :灰色
5Y5/1
内 :灰黄色
25Y6/2

内外面共に炭素
吸着

区

１ 包含層 瑞
椀

底径

2/5

外 :ユ ビオサエのち
ナデ
内 :調整不明
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色班粒
雲母

良好

色

ｌ
色孵砂呻剛

内外面炭素吸着

241
01-1区
CD-21 包含層

瓦質土器
片口これ鉢

(225) 唯
脇

外 :日 ～体上位―ヨコ

ナデ、体中位―格子目
タタキ、体下位―ケズ

リのち部分的に格子目
タタキ
内 !ロ ーヨコナデ ?、

体―ハケメ (7条 /cm)

石英
赤色斑粒
雲母

良好

外 内 :灰白
色
75Y7/1

磨波のため調整
不明瞭
西村 ?(13世 紀
の古いタイプ)
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掲載
番号
調査区

遺構番号・層位
器 種

法   量 (cm)
残存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

水報告 1調 査時 口径 顕部径 最大径 底径 器高 高台宿

242
区

３ 包含層
須恵質土器
椀

(137) 唯
開 ”一̈貯”一回転ナデのちノ、獅ガキく３５ｍｍ＞”〕・ナデ

外

デ

一
回
内
体

ケ
ミ
底
明
け

雲母
黒色粒

良好

外 :灰色
NV
内 :灰 自色
N7/

硬質焼成
内外面共に全面
にミガキが施さ
れる
日縁部内外面に
重ね焼 きによる

黒色帯あ り

243 01-1区 包含層
須恵質土器
杭

144 唯
％

外 :回転ナデのち部
分的にミガキ (3～
7 mm)

内 :日 ～体上位一回
転ナデのち部分的に
ミガキ (35 mm)板
ナデ痕、体下位 ―回
転ナデのち板ナデ
部分的にミガキ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転 ナデ、
畳引 ―板状圧痕

石英
長石

良好

外 内 :灰白
色
5Y7/1

硬質焼成

区

０ 包含層
須恵質土器
椀

55 ほ1ま
完形

外 :ロ ー回転ナデ、
体 一回転ナデのち部
分的に ミガキ (5～
6 mm)

内 :ロ ー回転ナデ、
体一回転ナデのち板
ナデ ナデ ミガキ ?
底 1回転ヘラ切 り
回転ナデ

石英
黒色粒

良好

外 内 :灰自
色
75Y7/1

硬質焼成
回縁部は歪な形
を呈する

猜
区

１ 包含層
須恵質土器
椀

04 唯
И

外 i口～体中位一回
転ナデのち部分的に
ミガキ (4 mm)板
状圧痕、体下位―ユ
ビオサエのちナデ
内 :日 一回転ナデの
ちミガキ、体一回転
ナデのち板ナデ ナ
デ、部分的にミガキ
底 :切 り離 し技法不
明 回転ナデ

石英
赤色斑粒

良好

外 :灰白色
5Y7/1
内 :灰白色
25Y7/1

硬質焼成
歪な形を呈する

246
区

１ 包含層
須患質土器
椀 (141) 離

勁

外 1日～体中位 一回
転ナデ、体下位 一ユ
ビオサエのちナデ
内 :回転ナデのちミ
ガキ (4 mm)
底 :回転ヘラ切りの
ち板ナデ 高台貼り
付け痕有り

岩
粒
片
斑
粒

英
晶
色
色

石
結
赤
黒

良fxf
外  内 i灰白
色
5Y7/1

軟質焼成
磨滅のため調整
不明瞭

01-1区 包含層
須恵質土器
椀

(140) (54) 購
開

外 :口 ～体中位 一回
転ナデのちミガキ (5
～ 8 mm)、 体下位 ―

粗いナデ
内 :口 端 一回転ナデ、
体 ―板ナデ
底 :回転ヘラ切 り ?
回転ナデ

石英 良好

外 内 :灰 白
色
卜▼/

硬質焼成

248
駆
２２
２．

包含層
須恵質土器
椀

(53) 醒
開

外 i回転ナデのち部
分的に ミガキ (2～
5 mm)

内 :日 一回転 ナデ、
体 一回転ナデのち板
ナデ ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ、
畳付け―板状圧痕

石英
黒色粒

良好
外 内 :灰色
N6/

硬質焼成
口縁都外面に黒
色帯あ り

区

３ 包含層
須悪質土器
椀

(57) 離
陀

外 体中位―回転ナデ、
体下位―ユビオサエの
ち回転ナデ部分的にす
デ
内 :回転ナデのちミガ
キ (3 mm)板 ナデ
底 :回転ヘラ切り ?
回転ナデ

石英
赤色斑粒
黒色粒

良好
タト 内 :灰色
N6/ 硬質焼成

2F。0 01-1区 包含層
須急質土器
椀

唯
明

外 :回転ナデのち部
分的にミガキ (3 mm)
内 :ロ ー回転ナデ、
体 ―ナデ ?のちハケ
メ (11条 /13 cm以
上 )
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色裁粒

良好
外 内 :灰自
色
5Yν l

やや軟質焼成

01-1区
C-2122 包含層

須恵質土器
椀

(133)
口径
1/3

外 :日～体一回転ナ
デ ?、 体下位―ユピオ
サエのちナデ
内 :日～体上位一回転
ナデ、体下位―ハケメ

(8条 /0 9 cm以 上)
底 :切 り離し技法不明
回転ナデ

粒斑
粒施絶
∽

良好

外  内 :灰自
色
N7/

軟質焼成
磨減のため調整
不明瞭

区

１

ｌ

Ｄ 包含層
須恵質土器
椀

(139) 唯
勇

外 :日 ～体上位一回転
ナデ、体下位―ユピオ
サエのち回転ナデ
内 :回転ナデのちミガ
キ ? ハ ケメ (12条
/17cm)
底 :回転ヘラ切りのち
ナデ 回転ナデ、畳付
け―板ナデあり

石英
長石
赤色班粒
黒色土

良好

外 内 :灰白
色
N7/

硬質焼成
日縁部外面に重
ね焼 きによる黒
色荷あ り
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掲載
番号
調査区 器 種

法   量 (cm)
技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1調査時 口径 頸部径 最大径 底径 器高 雪台高

253
区

２ 包含層
須恵質土器
椀

唯
И

外 :ロ ー回転ナデ、
体上 中位―ユビオ
サエのち回転ナデ、
体下位―ユビオサエ

のちナデ
内 :ロ ー回転ナデ、
体 ―ハケメ (32条
れ cm)のちナデ

石英
赤色斑粒

やや
不良

外 :灰白色
25Yン 1
内 :灰自色
25Y8/2

硬質焼成
外面回転ナデを
施すものの、ユ
ビオサエが顕著
に残る

254
区

２ 包含層
須恵質土器
椀

唯
略

外 ,日～体中位 一回
転 ナデ部分 的 にナ
デ、体下位 ―ユビオ
サエのちナデ
内 :回転ナデのち部
分 的 に ミガキ (65
mm)、 その後ハケメ (8
条 /09cm以上 )

石英 良好

外 灰色
N5/
内 :灰 白色
N7/

日縁部内面に黒
色帯あり
硬質焼成

255
区

１ 包含層
須恵質土器
椀

鉢
％

外 :回 一回転ナデ、
体下位 ―ユビオサエ

のちナデ
内 i不明
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒

不良

外 内 :灰白
色
25Y7/1

磨減のため調整
不明瞭

256
〕1-1区
C-21 22

包含層
須恵質土器
椀

全体

1/4

クト:ロ ー回転ナデ、
体―ユビオサエのち
ナデ
内 :不明
底 :ナデ 回転ナデ

黒色粒
(多 )

良好

外 :灰白色
5Y7/1
内 :灰白色
N7/

軟質焼成
磨減のため調整
不明瞭
歪な形を呈する

区

１ 包含層
須患質土器
杯

(70) 鎌
И 〕］”ヽ体．板ナデのちガ

外
分
内

デ
チ

石英
雲母

や
良
や
不

外 :灰白色
Nν
内 :灰自色
N7/

軟質焼成
日縁部内面に黒
色帯あ り
磨減のため調整
不明瞭

正
釣

包含層
須憲質土器
杯

(96) 酪
開

外 :回転 ナデの ち部
分 的 に ミガ キ (35
mm)

内 :ハケ メ (16条 /
1 lcm)

底 :回転 ヘ ラ切 りの
ちナデ

赤色斑紅 良好

外 :灰 白色
N″
内 :灰色
N6/

硬質焼成

区

１ 包含層
須恵質土器
小皿

(66) 唯
開

外 内 1回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ち板ナデ、内面見込
み 一回転ナデのちナ
デ

粒斑

英
石
色

石
長
赤

良好
外 内 :灰色
5Y6/1 硬質焼成

260
区

１ 包含層
須恵質土器
小皿

11 鉢
％

外 内 :回 転ナデ
底 i回 転ヘラ切 り、
内面見込み一回転ナ
デのち部分的にすデ

赤色斑粒
や
良
や
不

外 :灰白色
75Y7/1
内 i灰白色
5Y7/2

やや軟質焼成

261
区

２ 包含層
須恵質土器

破片

外 :日 端 一回転ナデ、
顕 ―平行タタキのち
回転ナデ
内 :回転ナデ

石英 良好

廂
　
随
伽

炸
ヽ
内‥
１０Ｙ

内面と顕都外面
の一部に自然釉
がかかる

262
区

２ 包含層
須恵質土器
甕
(283) (233)

口径
1/12

」
ψ
妙
回転ナ デ

、崎

一　
一
回

一　
一

口
体
ち

口
体

一
の

　

一

外
顕
キ
内
顕

石 英
や
良
や
不

色灰内外

Ｎ５

外面頸部から体
部、日縁部内面
に自然釉力Sかか
る

263 肛
盟

包含層
須恵質主器
鉢

(191) (■ 6)
径

１２

ロ

ツ

外 :ロ ーヨコナデ ?、

体 ―ユビオサエのち
ナデ ?
内 iロ ーヨコナデ ?、
体 ―ハケメ (8条 /
12 cm以 上 )
底 :ナデ

赤色斑粒
黒色粒

やや

不良

外 :灰 自色
25Yν l
内 :灰自色
75Y3/1

磨滅のため調整
不明瞭

264
区

３ 包含層
須恵質土器
甕 ?

(129) 離
開

外 :ヨ コナデ部分的
に板ナデ
内 :粗い板ナデ
底 :ナ デ 板状庄痕、
内面見込み一回転ナ
デ

石英 良好

外 :灰 白色
N7/
内 :灰白色
N8/

265
区

３ 包含層 誡
碗

10 購
И

外 :ロ クロナデ
内 |ロ クロナデ 片
切彫 り
底 :削 りだ し高台

密 良好

青磁釉
グレイみのオ
リーブグリー

10YG5 5/3S
素地 :灰色
5Y6/1

同安窯系

駆
拗

包含層 鞠舒 瞬開
外  内 :ロ クロナデ 密 良好

青磁釉
明るいグレイ
みの緑
12C3S//75
素地 :灰白色
N8/

01-1区 北側溝
土師質土器
杯

(140) 鉢
И

外  内 i回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 板状庄痕

赤色斑粒 良好

外 :淡橙色
5YR3/4
内 i浅黄橙色
75YR8/6

磨滅のため調整
不明瞭

268 Ol-1区 北根1溝
土師質土器
杯

(146) 唯
開
外 内 :回転ナデ 粒斑

英
色
母

石
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

269 01-1区 南側溝
黒色土器
杯

(139) 購
開

外 i回転ナデのち部
分的にミガキ (5 mm)
内 :回転ナデ ナデ
底 :回 転ヘラ切 り ?
のち板ナデ

泣斑
英
色
母

石
赤
雲

良好

外 :灰色
N5/
内 :灰白色
5Y8/1

外面のみ炭素吸
着
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載
号
掲
番 調査区

遼構番号・層位
器  種

法   量 (em)
残存箪 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1調査時 口径 蹟部径 最大径 底径 器高 葛台高

01-1区 南側溝
須恵質土器
杭

口径
1/2

外 :口 ～体上位一回
転ナデ、体中位一回
転ナデのちミガキ (2
～ 4 mm)、 体下位 ―
ユビオサエのちナデ
内 :ロ ー回転ナデの
ち部分的にミガキ (3
mm)、 体 一回転ナデ
のち板ナデ (ナデ ?)
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
や
良
や
不
外 内 :灰色
N6/ 硬質焼成

01-1区 南側溝
須恵質土器
椀

(150) 唯
Й キ

外
内

ガ

回転ナデ
回転ナデのちミ
(4 5 mm)

岩
粒
片
斑

英
晶
色

石
結
赤

や
良
や
不

外 :灰白色
10YR8/1
内 :浅黄橙色
10YR8/4

軟質焼成

272 01-1区 北側溝
須患質土器
椀

睡
∽

外 :体上 中位一回
転ナデ、体下位―ユ
ビオサエのちナデ ?
内 :板ナデ ?
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

石英
赤色斑粒

や
良
や
不

外 内 :灰白
色
75Y8/1

軟質焼成
体部 1氾 に炭素
吸着
磨減のため調整
不明瞭

273 01-2 2区 包含層
土師質土器
杯

(灯明皿?)
(122)

日径
1/10
底径 1

外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

粒斑
　
粒

英
色
母
色

石
赤
雲
黒

良好

タト 内 :に ぶ
い橙色
75YR6/4

磨減のため調整
不明瞭
口縁部内面に煤
状の炭化物力V寸
着

274 01-22区 包含層
土師質土器
杯

雖
舅

外 内 1強い回転ナデ
底 :回転ヘラ切りのち
ナデ ?

石英
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR6/6

275 01-22区 包含層
土師質土器
杯

(142) (75) 唯
Й

の
デ
リ
ナ
切
転
ラ
回

ヘ転
内
回
デナ

外
底
ち

石英
長石
赤色斑粒
雲母

良好

外 栓色
75YR6/6
肉 :橙色
75YR7/6

276 01-22匡 包含層
土師質土器
杯

(142)
径

１２

回

ν

タト内 :回転ナデ (内
面は強い回転ナデ)
底 :回転ヘラ切り?

石英
赤色斑粒
雲母 (多 )

やや
不良
外 内 :橙色
75YR6/6

277 01-22区 包含層
土師質土器
杯

(143)
口径
1/6
外 内 :回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好

タト:にぶい橙
色
75YR7/4
内 :橙色
75YR7/6

278 01-22区 包含層
土師質土器
杯

(134)
口径
1/12

外 内 :回転ナデ
石英
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

279 01-2 2[ 包含層
土師質土器
杯

(77) 睫
粥

外 内 1回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの

ちナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 橙色
75YR6/6
内 !橙色
75YR7/6

280 01-22区 包含層
土師質土器
杯

(125) 唯
粥

外 内 :回転ナデ
底 1回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好

黄明

庵

胡
色
ＹＲ７

外
褐
Ю

01-2 2区 包含層
土師質土器
杯 (120) (58) 椰

径
開

の
デ
リ
ナ
切
転

ラ
回

ヘ転
内
回
デナ

外
底
ち

石英
赤色斑粒

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

282 01-2 2区 包含層
土師質土器
杯

(120) 酪
防
外 内 :回 転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好
外 内 :橙色
75YR6/6

283 01-2 2区 包含層
土師質土器
皿
(106)

径

１２

日

ν

タト内 1回転ナデ (内
面は強い回転ナデ)
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ ?

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

284 01-2 2区 包含層
土師質土器
小皿

(86)
底径
1/3

外 内 :回転ナデ
底 i回転ヘラ切 りの
ち板ナデ

岩
粒
片
斑

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

や
良
や
不
外 内 :

5YR7/6
橙色

285 01-2 2区 包含層
土師質土器
小皿

(58) 14 唯
И

の
デ
リ
ナ
切
転

ラ

回

ヘ転
内
回
デナ

外
底
ち

石英
赤色斑粒
雲母

良好

ぶ

呻強̈
286 01-2 2区 包含層

土師質土器
小皿

12 唯
脇

外 内 :回転ナデ
底 i回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色斑粒

良好

タト 内 :1こぶ
い橙色
75YR7/4

287 01-2 2区 包含層
黒色土器
椀

雖
И

外 :回転ナデ
内 :回転ナデのちミ
ガキ (4 mm)
底 :回転ヘラ切 り ?
回転ナデ

粒斑

英
石
色

石
長
赤

良好
外 内 :灰色
N4/

磨減により調整
不明際
内外面共に炭素
吸着

288 01-2 2区 包含層 嚇
椀

底径
1/6

外 :ユ ビオサエのち
ナデ
内 :ナ デのちミガキ
(2 mm)

底 :回転ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

やや
不良

黄

色
　
が
　
れ

恢
ν
ィ
色
ＹＲ７

外

Ｎ
内
橙

Ю

289 01-2 2区 包含層
瓦質土器
皿 ?

(173) 唯
】

外

内
回転ナデ
板ナデ

石英
赤色斑粒
雲母

良好 色

色
　
自

叡

７

‥灰
拗

外

Ｎ
内

５Ｙ

内外面共に炭素
吸着

290 01-22区 包含層
瓦質土器?

鉢
(162)

底径
1/3

外 :日～体上位―ヨコ
ナデ、体下位―ユどオ
サエのちヨコナデ
内 :ヨ コナデー部ミガ
キ (2 mm)?

石英
結晶片岩
赤色斑粒

良好
外 内 :灰色
5Y5/1

91-2 2区 包含層
土師質土器
羽釜

(178)
鍔部径
(216)

径

１２

日

ν

外 :回～鍔―ヨコナ
デ (鍔部上面―「 くJ
の字状の刺突文 )、
体 一板ナデ
内 :ヨ コナデ ?

粒

英
　
斑

蔽
柄
財
絶
②

良好

白灰

泡

内

　
Ｒ８

外
色

Ю

鍔部より下位に

煤状の炭化物が

若干付着
14C(胎土和泉
層辞 )
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載
号
掲
番 調査区

遺構番号 層位
器 種

法   量 (cm)
残存率 校 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1 調査時 口径 勇部径 最大径 底径 器高

292 01-2 2区 包含層
±1市質土器
羽釜

(225)
考部ぞ
(271)

唯
眺

外 :口 ～鍔―ユビオ
サエのちヨコナデ、
体―ユビオサエのち
ハ ケ メ (12条 /13
cm)

内 1日 端―ヨコナデ、
体―ハケメ

石英
赤石英
長石
泥岩
赤色斑粒

や
良
や
不

黄

浴

珀
色
ＹＲ８

外
橙

Ю

鍔部より下位に

煤状の炭化物が

付着

298 01-22E 包含層
土師質土器
羽盆

破片

外 :回 ～鍔 ―ユビオ
サエのち板ナデ、体
―ユビオサエのちナ
デ ?
内 :口 端―ヨコナデ、
体―板ナデ

岩
粒
片
斑

英
石
晶
色

石
長
結
赤

や
良
や
不

タト 内 :にぶ
い黄掲色
10YR5/3

01-22区 包含層
土師質土器
羽釜

鍔部径
(272)

唯
略

クト:口 ～鍔―ユビオ
サエのちヨコナデ、
体―板ナデ (脚接合
部 :ユ ビオサエ ユ
ビナデ)
内 i板ナデ ナデ

石英
長石
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
5YR6/6

に
が
位
物
下
化
着

り
炭
付

よ

の
に

部
状
量

鍔
媒
多

01-22区 包含層
土師質土器
羽釜

破片

外 :口 ～鍔―ヨヨナデ
(板状工具 ?)、 体―ユ
ビオサエのちナデ
内 :日端―ユどオサエ
のちナデ、体―ナデ

石英
長石
赤色斑粒

良好

外 :灰褐色
75YR4/2
内 :褐灰色
10YR4/1

01-2 2区 包含層
土師質土器
羽釜

(234)
鍔部径
(257)

径

１３

日

ν

外 :回～鍔―ユビオ
サエのちヨコナデ、
体―ユビオサエのち
ナデ
内 :日 端―ヨコナデ、
体―板ナデ

粒斑

英
石
色
母

石
長
赤
雲

良好
色橙内

開
外

５Ｙ

01-2 2区 包含層
土師質土器
羽釜

鍔部径
(277)

唯
開

外 :回～鍔―ヨコナ
デー部板ナデ、体―
ユビナデ 板ナデ
内 :ヨ コナデ

石英
長石
赤色班粒

良好

外 :にぶい橙
色
75YR6/4
内 :にぶい橙
色
75YR7/4

に
が
位
物
下
化
り
炭
着

よ

の
付

部
状
く

鍔
煤
多

298 01-22E 包合層
±1市質土器
羽釜脚部 購‐２７

幅

２２

厚

２

部
損
上
欠
ユビオサエ ナデ

粒班

英
石
色

石
長
赤

良好
にぶい黄橙色
10YR6/4

煤状の炭化物が
若干付着

299 01-22E 包含層 螂範
遺存長
43

幅

１５
厚さ
14

先
都
損

下
端
欠

ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
にぶい橙色
75YR7/4

300 01-2 2E 包含層
須志質土器
椀

(126) 睫
略

外 :回転ナデのち部
分的にミガキ (9 mm)
内 :ロ ー回転ナデ、
体 一回転ナデのち板
ナデ部分的にナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ 回転ナデ

石英 良好
外 内 i灰色
N6/

硬質焼成
高台部は雑な貼
り方

01-22区 包合層
須忘質土器
椀

唯
И

外 内 :口 ～体上位
一回転ナデ、体下位
―ナデ

石英
赤色斑粒

や
良
や
不

外 :灰自色
25Y8/ユ
内 :灰自色
25Y7/1

302 01-22区 包含層
須恵質土器
椀

底径
1/2

外 :回転ナデのち部分
的にミガキ (2～ 5 mm)
内 :ハケメ (18条 /
1 5 cm以上)の ちナデ
底 :回転ヘラ切りのち
ナデ 回転ナデ

粒

英
母
色

石
雲
黒

良好
外 内 :灰色
5Y6/1 硬質焼成

303 01-2 2区 包含層
須恵質土器
椀 ? 睫

勇
外 内 :回転ナデ
底 :回転ナデ

石英
赤色斑粒

や
良
や
不

外 :灰色
N5/
内 :灰白色
75Y7/1

黒色土器椀の可
育Z′性もあり

304 01-2 2区 包含層
須恵質土器
杯 睡

閉

外 内 1回 転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
や
良
や
不

外 :にぶい黄
橙色
10YR7/2
内 :灰黄色
25Y6/2

305 01-2 2区 包含層
須恵質土器
壷 ?

(66) 雖
И
外  内 :回転ナデ
底 :ナデ 粒斑

英
石
色

石
長
赤

良好

色
１
色

灰
γ
灰

舛
７５Ｙ
内…
配

硬質焼成

306 01-2 2区 包含層 帥
碗

破片 外 内 :ロ クロナデ 密 良好

透明釉
グレイみの黄
8Y75/3S
素地 :灰白色
25Y8/1

割97 01-22E 包含層 醜
碗

(70)
底径
1/3
外 内 :ロ クロナデ
底 :削 りだし高台

やや粗 良好

透明釉
グレイみの黄
緑色
10YG65/3S
素AL:灰白色
5Y8//1

01-23E 包含層
土師質土器
杯

(149) 685 購
‐

外
　

の

デ
デ
切

ナ
ナ

ラ

転
転

ヘ

回
回
転

＝
帥

‥回
ガ

外
面
底
ち

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好
色橙
６
内
Ｒ６
外
７５

01-23[ 包含層
土師質土器
杯

(135) 765
唯
珀
離
‐

の
デ
リ
ナ
切
転

ラ

回

ヘ転
内

回
デナ

外
底
ち

鰐
醐
②

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好
色橙

６

内

Ｒ６

外

７５
磨滅のため調整
不明瞭

01-23区 包含層
土師質土器
杯

(134)
径

１０

底

ν の
デ
リ
ナ
切
転

ラ
回

ヘ転
内
回

デナ

外
底
ち

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭
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載
号
掲
番 調査区

遺構番号・層位
器 種

法   量 (cm)
践存率 技 法 月合 土 焼成 色  調 備  考

本報告 1 調査時 口径 顕言[ぞ 最大径 底径 器高

01-23区 包含層
土師質土器
杯

唯
И

外 :回転ナデ
内 :回転ナデのち部
分的にミガキ (5 mm)
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ

石英
泥岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
75YR7/6

01-2 3区 包含層
土師質土器
杯

離
レ

外 内 :回 転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好

ぶ

一鞭帥

外

い
１０

磨減のため調整
不明瞭

01-2 3匡 包含層
土師質土器
杯

離
開
外 内 :回転ナデ
底 :回転ヘラ切 りの
ちナデ

石英
赤色庭粒
雲母 (多 )

ミ好

外 内 :に ぶ
い橙色
75YR7/4

01-2 3区 包含層
土師質土器
脚部 噸鮒

脚上

径
5/12

外

内
回転ナデ
ナデ

帖
螂
∽

英
晶
色
母

石
結
赤
雲

良好

外 内 |にぶ
い橙色
75YR7/4

01-2 3区 包含層
畢色土器
椀

購
レ

外 :ユ ビオサエのち
ナデ、部分的にミガ

キ (5 mm)
内 :ミ ガキ
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ 回転ナデ

粒斑
英
色
母

石
赤
雲

史好

外 :にぶい黄
橙色
10YR7/4
内 :灰色
5Y5/1

内面のみ炭素吸
着
磨減のため調整
不明瞭

322 01-23区 包含層
鰯
麟
卸
こ

(334)
口径
1/6
外 内 :ヨ コナデ ?

石英
結晶片岩
赤色班粒

良好
色橙
６
内
Ｒ７

外

７５
磨減のため調整
不明瞭

323 01-23区 包含層
土師質土器
鉢

(130) 離
開

デ

外
ナ
内
底

ユビオサエのち

ナデ
ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母 (多 )

良好

外 内 i灰 自
色
25Y8//1

324 01-2 3区 包含層
須恵質土器
椀

(156) (51) 醒
И

外 :回転ナデのち部
分 的 に ミガキ (45
mm)

内 :ロ ー回転ナデの

ちミガキ、体一回転
ナデのちミガキ ハ
ケメ (30条 力 4 cm)

石英
赤色斑粒
黒色粒

良好

外 :灰白色
25Y8/1
内 :灰黄色
25Y7/2

やや軟質焼成
外面磨滅のため

調整不明瞭

01-23区 包含層
須恵質■器
椀

(116) 雖
璃

外 :回転ナデのち部分
的にミガキ (35 mm)
内 :ロ ー回転ナデの

ちハケメ (7条 )、 体
下位 ―ハケメ (15条
/1 3 cm)

底 :回転ヘラ切りのち
ナデ 回転ナデ、畳付
―板状圧痕

石英
黒色粒

良好
外 内 :灰色
75Y6/1 硬質焼成

326 01-2 3区 包含層
須恵質土器
杭

(153) 榔
径
開

回
＞
、

一
旦
（

半

工
上
状

デ

体
板

ナ

一
ぐ

一
デ
明

ロ
デ
半

ナ
不

ナ
下

外
転
体
内
底

石英
赤色班粒
黒色粒
雲母

良好

外 内 i灰黄
色
25Y7/2

軟質焼成
磨減のため調整
不明瞭

327 01-23区 包含層
須恵質土器
椀

離
路

外 :ユ ビオサエのち
ナデ
内 :ナ デ ?
底 :回転ヘラ切りの
ちナデ

石英
長石
赤色斑粒

良好

外 内 :灰白
色
N7/

軟質焼成

328 01-2 3区 包含層
須恵質土器
杯

(133) 鉢
酔

外 内 :回 転 ナデ、
内面見込み一回転ナ
デのちナデ
底 :回転ヘラ切りの
ち板ナデ

雲母
や
良
や
不

灰暗内

　
ν

舛
艶
２５Ｙ

硬質焼成
酸化避元が不充

分

01-23区 包含層 識
皿

(72) 175 離
И
外 内 :ロ クロナデ 密 良好

青磁釉
にぶい黄
8Y75/弱
素地 :灰自色
5Y7/1

同安窯系

躯
・３

包含層
土師質土器
小皿

80 15 唯
第

の

デ

ｈ
ツ

ナ
切
転

ラ
回

ヘ鷹疎
デナ
外
底
ち

石英
結晶片岩
赤色斑粒
(多 )

雲母

良好

外 :浅黄橙色
10YR8/4
内 :浅黄橙色
10YR8/3

躯
・２

包含層 畔
椀

(157) 07 離
Ｗ
””デ・体上半．板””４ｍｍ＞効”

ロ

ユ
ナ
ロ
の
板
て

回
ナ

一
転

デ

Ｆ

ち

外
体

回
内

ナ
半
キ
底

の

石葵
赤色斑粒
雲母

良好

外 内 :灰白
色
N8/

磨減のため調整
不明瞭
内外面の日縁部
に重ね焼きによ
る黒色帯あり

332 02区 包含層
瓦器 ?

椀
破片

外 :口 ～体上半一回
転ナデ、体下半―ユ

ビオサエのち回転ナ
デ、部分的にミガキ
(3 mm)

内 :回転ナデのちミ
ガキ

石英
赤色斑粒

良好
外 内 :灰色
5Y5/1

02区
A-2 包含層

±1市貿土器
鍋

(260) (243) 榔
径
地

外 :口 端一ヨコナデ、

顕～体 ―ハケメ (10
条 /2帥以上 )
内 :日 ―ヨコナデ、
体 ―板ナデ

石英
結晶片岩
赤色斑地
雲母

や
良
や
不

外 :に ぶい橙
色
75YR7/4
内 :橙色
5YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

334 02区 包含層
土製品
土錘

長

３

幅

２０５ 酪２０
完形 チ デ

石英
赤色斑粒 良好

にぶい橙色
10YR7/3

335 02区 包含層
土製品
土錘

長

３

幅

１５
み
４

厚

１

部
損
一
欠

ナ デ

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
浅黄橙色
75YRン 4

全体 1/3に 黒班
あり
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掲載
番号
調査区

遺構番号・層位
器 種

法   量 (cm)
残存率 技 法 胎  土 焼成 色  調 備  考

本報告 1調査時 口径 頸部径 最大径 底径 器高

02区 西狽1溝
土師質土器
小杯

(72) 27 睡
陀

の
デ
リ
ナ
切
転
ラ
回

ヘ転
内
回
デナ

外
底
ち

石英
赤色斑粒
(多 )

やや
不良
外 内 1橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

337 02区 北側溝
須恵質土器
椀

(154) 08 唯
略

外 1回 転ナデのちミ
ガキ (2 mm)
内 :回転ナデのちミ
ガキ (4 mm)
底 :不明 回転ナデ、
畳付 ―板状庄痕 指
頭圧痕

粒
英
色
石
黒 良好

外 :灰色
N6/
内 :灰色
N4/

硬質焼成
回縁部内外面に
重ね焼きによる
黒色帯あ り
須恵質というよ
り瓦質に近いか

99-1区 SDト レンチb107 土師質土器
杯

(124) 唯
陸

外
底
明

内 :回転ナデ
切 り離 し技法不

石英
結晶片岩
赤色斑粒
雲母

良好
外 内 :橙色
5YR7/6

01-1区 機械掘削
土師質土器
杯

(162) 唯
舅
外 内 1回 転ナデ
底 i不明

赤色斑粒
雲母

や
良
や
不

外 :灰黄褐色
10YR6/2
内 i橙色
75YR7/6

磨減のため調整
不明瞭

01-2 3E 機械掘削
±4市質土器
杯 離

開
デナ
，デ

内

ナ

外
底

石英
赤色班粒

や

良

や

不

外  肉 :灰自
色
5YR8/2

断面ピンク色を
呈する

01-1区 機械掘削
須恵質土器
こね鉢

破片

外 :ヨ ヨナデ
内 :ヨ コナデ部分的
に板ナデ

石英
赤色班粒
雲母

良好
外 内 :灰色
N5/

第 36表 出土遺物観察表 (鉄製品)

掲載番号 器 種 調査区
法   量 (cm)

重量 (g) 遺存状況 備 考
本報告 1 調査Π寺 長 さ 幅 厚 さ

鉄鏃 00-1区 SD1002 1 SD1002B 一部欠損

鋤先
区

１ 包含層 上部欠損 鋳造

鉄鏃 01-22E 包含選 一部欠損 雁 又

鉄刀の≧ ? 01-22E 包含層 49 244 両端欠損

不明鉄製品 01-2 2区 包含層 両端欠頼

角釘 01-2 2区 包含層 06 06 両端欠損

角釘 01-2 1区 包含層 06 上部欠損

角釘 01-2 2区 包含層 10 完形

第 37表 出土石器観察表 (石鏃)

掲載番号 調査区 器  種
法   量 lcm)

重量 (g) 石   材 石器欠損属性 石鏃形態 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

00-1区 SD1002 SD1002-1 石鉄 077 サヌカイト 胴部久 平基三角

00-1区 SDl102 】D10112-2 石鏃 148 サヌカイト 左脚部欠 凹基式

02-1区
B-3 SR1001

,R1001-
中層

石鏃 27 239 サヌカイト 完形 凹基式

区

２ SR1001
3R1001-1
中層

石鏃 24 035 サヌカイト 先端部欠 凹基式

S40
区

３ SR1001 SRllX11-
上層

石鏃 17 138 チャート 先端部欠
右脚部欠

凹基式

区

２ SR1001 SRilllll-1
下層

石鏃 15 098 サヌカイト 右胴部欠
右脚部欠

凹基式

S42
区

２ SR1001
SR1001-1
下層

石鏃 サヌカイト 先瑞部欠 凹基式

02-1区 SR1001
SR1001-1
下層

石鏃 096 サヌカイト 先端部欠 凹基式

S44
区

６ SR1001
SR1001-4
上層

石鏃 185 サヌカイト 先端部欠 凹基式

S45
区

３

２．
Ａ．

SR1001 SR1001-2
中層

石鏃 175 035 サヌカイト 完形 凹基式

S46
02-1区
A-3 SR1001

SR1001-2
中層

石鏃 17 サメカイト 完形 凹基式

y7 02-1区
B-6 SR1001

SRllX11-4
中層

石鏃 12 サヌカイト 完形 凹基式

S48 弦 -1区 SR1001 SR1031-1
下層

石鏃 12 053 サヌカイト 先端部欠
右脚部久

凹基式

S49
区

５ SR1001
SR1001-3
上層

石鏃 035 サヌカイト 先端部久
左脚部欠

凹基式
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掲載番号 調査区
遺構番

器 種
法   量 (cm)

重量 (g) 石   材 石器欠損属性 石鏃形態 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

02-1区 SR100]
】RllXll― I

下層
石鏃 275 025 サヌカイト 左脚部欠 凹基式

02-1区 SR100]
SR1001-2
「層

石鏃 と75 175 035 068 サヌカイト 先端部欠 凹基式

S52
区

２ SR1001
SR1001-1
上層

石鏃 065 サヌカイト 先端部欠 凹基式

S53
区

２ SR1001
SR1001-1
上層

石鏃 15 025 056 サヌカイト 先端都欠
右脚部欠

凹基式

S54
02-1区
B-5 SR1001

SR1001-3
上層

石鏃 365 06 37 サヌカイト 右胴部欠 平基三角

S55
区

２山Ａ．
SR1001

SRllX11-1
下層

石鏃 144 サヌカイト 左胴部欠 平基三角

S56
02-1区
A-2 SR1001

SR1001-1
下層

石鏃 サヌカイト 右胴部欠 平基三角

02-1区 SR1001
SR1001-1
下層

石鏃 14 サヌカイト 右胴部欠 平基三角

区

２

２．
Ａ．

SR1001
SR1001-1
上層

石鏃 175 035 サヌカイト 先端部欠 平基三角

区

６

２．
Ａ SR1001

駅1001-4
上層

石鏃 14 サヌカイト 先端部欠 平基三角

区

２

２． ‐

Ａ．
SR10111

SR1001-1
下層

石鏃 155 035 サヌカイト 胴部欠 平基三角

S6ユ

区

６

訳llXll-4
上層

石錫 075 306 買岩
欠部
欠
端
部
先
胴
右
右 凸基式

S62
区

６

２． ‐

Ａ．

)R1001-4
上層

石鏃 285 165 224 サヌカイト 先端部欠 凸基式

S63
区

２
皿
蝿

石鏃 13 115 025 03 サメカイト 胴部久 形態不明

区

８ 包含層 石鏃 サヌカイト 左先端部欠 平基三角

区

１
包含層 石鏃 サヌカイト 完形 平基三角

Sl16 00-2区 包含層 石鏃 12 サヌカイト 先端部欠 凹基式

S156
01-1区
D-20 包含層 石鏃 チャート 右胴部欠 平基三角

01-23区 包含層
第三 トレンチ西

石鏃 サヌカイト 完形 平基三角

02-1区
A-2 包含層 石鏃 025 サヌカイト 右脚部欠 凹基式

S163
02-1区
A-3 包含層 石鏃 135 058 サヌカイト 先端部欠 形態不明

第 38表 出土石器観察表 (石錐)

掲載番号 調査区
遺構番号・層位

器 種
法   量 (cm)

重量 (3) 石  羽 石器父損属性 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

00-1区 SDll12-1 石錐 サヌカイト 先端都欠

02-1区 SR1001 ‐００‐
餌

石錐 105 0判う サヌカイト 完形

区

５
SR1001 血

帽
石錐 09 l l19 サヌカイト 完形

S66
区

４

骸

Ｂ SR10111
SRIIX l―

上層
石錐 13 06 サヌカイト

欠
欠

半
端
下
先

第 39表 出土石器観察表 (楔形石器)

掲載番号 調査区
違橋番号・層位

器 種
法   量 (cm)

重量 (g) 石   材 石器欠損属性 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

00-1区 SD1001
SDllll-1
ベルト1 楔形石器

54 サヌカイト 上部側縁部
左側縁部

00-1区 SD1001 SDll1 1-1 楔形石器 507 サスカイト 左右下半ltll縁 部
左右上下側縁部

S6 99-1区 SD1002
SDllX11-C
上位

楔形石器 4364 サスカイト 左下半側縁部欠
左下部側縁部欠

S7 00-1区 SD1002 SDllX12-3 楔形石器 53 18 サヌカイト 左狽1縁部
下部狽1縁部

S8 00-1区 SD1002 SD1002-2 楔形石器
"箭

サヌカイト 左側縁部

S9 00-1区 SD1002 SD1002-2 穣形石器 10 1782 サヌカイト 左側縁部

99-1区 SD1002
SD100]
最下位

楔形石器 13 サヌカイト 右側縁部
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掲載番号 調査区 器 種
法   量 lcm)

重量 (g) 石  材 石器欠損属性 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

00-1区 SD1002 SD1002ベルト1 楔形石器 625 13 4294 サヌカイト 左右側縁部

00-1区 SD1002 SD10ツ ー 楔形石器 13 3873 サヌカイト 右lRl縁部

00-1区 SD1002 SDl1 02-2 楔形石器 52 657 サヌカイト 左側縁部

区

７ SD1003
SDllXll
ベルト4 楔形石器 085 1827 サヌカイト 左右上部側縁部

00-2区 SD1005 S D 1003-7 楔形石器 サヌカイト 左右側縁部
下部側縁部

区

２

２．
Ａ．

SR1001
SRIIX l-1
下層

楔形石器 42 4811 サヌカイト 左右側縁部

S68
02-1区
A-3 SR1001

SR1001-2
下層

楔形石器 1586 サスカイト 右側縁部
下部狽I縁部

S69
02-1区
B-3 SR1001

SR1001-2
下層

楔形石器 サヌカイト 右根1縁部
下部側縁部

S70
区

２

２
．
Ａ．

SR1001 剛
種

楔形石器 546 サヌカイト

左上部側縁部
右側縁部
右下半側縁部
左右下部側縁部

01-1区 SR1001 SRllXll― C 楔形石器 52 と236 サヌカイト 左側縁部
上側縁部

02-1区
A-7 SR1001

SRllll11-4

下層
楔形石器 28 サスカイト 上部側縁部

右側縁部

区

２ SR1001
SR1001-1
下層

楔形石器 13 1135 チヌカイト 左右側縁部

S74
区

３

２．
Ａ．

SR1001
SRllX l-2

中層
楔形石器 サヌカイト 右側縁部

S75
区

‐

２．
Ａ．

SR1001
SRlll11-1
下層

楔形石器 更岩
右上半側縁部
左右下部lgl縁 部

S76
区

５

弦

Ｂ SR1001
SR1001-3
上層

楔形石器 サスカイト 右側縁部
左下半側縁部

S77
区

６

２．
Ａ．

SR1001
SR1001-4
下層 楔形石器 サヌカイト 右側縁部

左上半側縁部

S78
区

３
SRllXll-2
下層

楔形石器 I〕 サヌカイト 左右側縁部

区

２

２．
Ａ．

SRIllll-1
下層

楔形石器 11 サヌカイト 左右側縁都

区

２

２
．
Ａ．

SR1001-1
下層

楔形石器 35 469 サヌカイト 左右lll縁部

区

３

２． ‐

Ａ．
SR1001 SR1001-2

下層
楔形石器 29 23 サヌカイト 右側縁部

下部側縁部

区

２

２． ‐

Ａ．
SR1001

SRl∞ 1-1
中層

楔形石器 28 10 サヌカイト 左右下部根1縁部

S83
区

６ SR1001
SRl∞ 1-4
下層

楔形石器 295 085 394 サヌカイト 左右下部lll縁部

銘 4
区

５ SR1001
SR1001-3
下層

楔形石器 サヌカイト 左右下部lal縁 部

Sl17 00-2区 確認 トレンチ 楔形石器 サヌカイト 左 al縁部

Sl18
区

９ 包含層 楔形石器 サヌカイト 左側縁部

Sl19
区

９ 包含層 楔形石器 サヌカイト 左右下部側縁吉[

S120
区

０ 包含層 楔形石器 40 15 2015 サヌカイト 左右下部ltll縁 部

第 40表 出土石器観察表 (石錘 )

掲載番号 調査区
置構番号・層位

器 種
法    憂 (cm)

重量 (g) 石  材 石器欠損属性 石錘属性 備 考本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

骸 0 99-1区 SD1002 SD1001 石鍾 結晶片岩 完形 打 欠

Sl% 00-2区 包含層 石錘 結晶片岩 完形 打欠

S153 00-2区 側溝 石錘 77 12 10218 結晶片岩 ほぼ完形 打欠
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第 41表 出土石器観察表 (削器・石匙 )

掲載番号 調査区
遺構番号・層位

器 種
法    量 (cm)

重量 (g) 石  材 石器欠損属性
削器刃部

考備
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み 形態 刃部数

99-1区 SD1002 SDllX11-C
上位

削器 12 結晶片岩 左右側縁部欠 平刃 単刃 横長剥片

00-1区 SD1002 SDlω2-2 削器 サヌカイト 左側側縁部欠 平刃 単刃 横長剥片

00-1区 SD1002 SD10υ -3 削器 51 11 4358 サヌカイト 左側側縁部欠 平刃 単刃 横長剥片

99-1区 SD1002 SDllX11-C 削器 13 1939 サヌカイト 下側縁部次 凸刃 単刃 縦長剥片

02-1区
A-1 SR1001

SRllX l-1

下層
削器 8738 結晶片岩 完形 凸刃 単刃 礫

01-1区 SR1001 SXllX11-A 削器 2612 サヌカイト 右側縁都欠
上側縁部

平刃 単刃 横長剥片

01-1区 SR1001 SRIIX l― C 削器 105 サヌカイト 左右側創縁部矢 凸刃 単刃 横長剥片

Sl13 00-1区 南狽1溝中央 削器 10 4942 サヌカイト 完形 凸刃 単刃 横長剥片

S122
区

９ 確認掘 り 削器 3579 サヌカイト 左側側縁部欠 凸刃 単刃 横長剥片

S152 00-2区 側溝 石匙 395 2095 サヌカイト ほぼ完形 平刃 単刃 横長景」片

虹
％

包含層 削器 塾Э33 サヌカイト 上狽1縁部欠
左右根1縁部欠

平 刃 単刃 横長剥片

01-22区 包含層 石匙 51 1334 サヌカイト 左右側側緑部欠 平 刃 単刃 横長剥片

第 42表 出土石器観察表 (石庖丁)

掲載番号 地  区
違構番号 層位

器 種
法   最 (cm)

重量 (g) 石  羽 石器欠損属性
削器刃部

備 考
本報告 調査晴 長 さ 幅 厚 み 形態 刃部数

∞ -1区 SD1002 SDllX 2-2 石包丁 10 7306 片岩 完形 凸刃 単刃 横長剥片

00-1区
E-1 SD1002 ・２

酬

剛

憫 石庖丁 08 4845 結晶片岩 完形 平刃 複刃 横長剥片

Sl12 00-2区 SK2002 SK2002 石庖丁 68 15 8246 サヌカイト 完形 平刃 単 刃 横長剥片

S121
区

５ 包含層 石庖丁 52 75 685ユ 結晶片岩 完形 平刃 単刃 横長剥片

第 43表 出土石器観察表 (石斧)

掲載番号 調査区 器  種
法    量 (cm)

重量 (g) 石 羽 石器欠損属性 備 考
本報告 調査 H言 長 さ 幅 厚 み

S33
00-2区
D-16 SD1003 SD1001 石斧 61

"94
緑色岩 上半部欠

S89
区

２

２． ‐

Ａ．
SR1001

SRllX11-1
中層

石斧 355 13愛 砂質片岩 下半都欠

S90 01-1区 SR1001 SR1001-B 石斧 2864 結晶片岩
上下側縁部欠
左右側縁部欠

未製品

S123
区

６ 包含層 石斧 2957 砂 岩 完形

第 44表 出土石器観察表 (石鍬)

掲載番号 調査区
遺構番号 層位

器 種
法   量 (cm)

重量 (g) 石  材 石器欠損属性 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

S21 lXl-1区 SD1002 SDllX 2-3 石鍬 11 6498 結晶片岩 下半部欠

S22
"-1区

SD1002 SD1001 石鍬 11 4851 結晶片岩 下半部欠

S88
区

５
SR1001

SR1001-3
上層

石鍬 結晶片岩 左右下半側縁部
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第 45表 出土石器観察表 (石棒)

掲載番号 調査区
遺構番号・層位

器 種
法    量 (cm)

重量 (g) 石材 石器欠損属性 備 考
本報告 1 調査時 長 さ 幅 厚 み

00-2区
D-17 包含層 石棒 298 75 51 2029 結晶片岩 基部欠

S126
00-2区
CD-20 包含層 石棒 45 3527 結晶片岩 基部先端部欠

S127
00-2区
C D-20 包含層 石棒 29 1917 結晶片岩 基部先端部欠

第 46表 出土石器観察表 (台石)

掲載番号 調査区
遺構番号・層位

器 種
法   量 (cm)

重量 (g) 石材 石器欠損属性 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

00-1区
E-1 SD1002 SD10骸 -2 台石 114 117 2355] 砂岩 上下狽1縁部

区

４ SD1003 SD1001 台石 砂岩 完形

SHユ 00-2区 SK2001 台石 12200 砂岩

上部41縁部
左下半慣1縁部
方下部側縁部

第 47表 出土石器観察表 (砥石)

掲載番号 調査区
遺構番号 層位

器  種
法   量 (cm)

重量 (g) 石  材 石器欠損属性 擦痕 (研面 ) 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚み

S91 01-1区 SRllX l― C 砥石 1045 頁岩 上下右lH縁部央

表
裏
左

第 48表 出土石器観察表 (石核)

掲載番号 地  区
遺構番号・層位

器  種
法   量 (cm)

重量 (g) 石  材 備 考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

99-1区 SD1001-と
上中下位

石核 121 225 4349 結晶片培

99-1区 SD1002 SD100]
最下位

石核 結晶片岩

S29 00-1区 SD1002-2 石核 5754 サヌカイト

02-1区
A-5 SR1001

SR1001-3
上居

石核 2822 結晶片岩

S155 llll-2区 北狽1溝 石核 115 結晶片岩

S158 01-1区 包合層 石核 2339 サヌカイト

S159
区

別 包含層 石核 71 1291 サヌカイト

第 49表 出土石器観察表 (剥片)

掲載番号 地  区 器  種
法    量 lem)

重量 (g) 石  羽
剥 片 属 性

備  考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み 打面構成 背面構成 打面欠 側縁部欠

00-1区 SD1002 SDlll1 2-2 剥 片 54 06 1306 サヌカイト F BCFG D

SD1002
SD1001-C
上位

剥片 サスカイト D ABCGH A

S94
02-1区
B-3 SR1001

SR1001-2
下層 剥片 17 3468 サヌカイト F ABCH D ABCDH

S95
区

６ SR100]
SR1001-4
上層

黒!片 29 659 サヌカイト F AH

S96 0ユ ー 1区 SR100ユ 】Xl∞ 1 ―C 剥片 サヌカイト C ABCH
区

２

２． ‐

Ａ
．

SR1001
SRIlll l-1

下層
剥 片 346 サヌカイト F

区

３ SR100]
SRllXll-2
下層

剥片 195 095 サヌカイト B

区

６ SR1001
SRl∞ 1-4
下層

剥片 10 サヌカイト F ABCDEFGH
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掲載番号 地  区
遺構番号・層位

器 種
法   量 (cm)

重量 (g) 石  材
剥 片 属 性

備   考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み 打面構成 背面構成 打面欠 側縁部欠

S100
区

３

２．
Ａ．

SR1001
SR1001-2
下層

剥片 54 2417 サスカイト D ABCD
区

６
SR1001-4
上層

剥片 205 085 サスカイト B ABCDEH A

S102 01-1区 SR1001 SRlllll― C 剥 片 31 525 1265 サスカイト D ABCH A

区

６

２． ‐

Ａ．
SR1001 阻

襲
剥 片 21 27 サヌカイト D ABCH A BCDFG

区

２］Ａ．
SR1011

SR1001-1
中層

剥 片 195 162 サヌカイト D A

区

３

２
． ‐

Ａ．
SR1001 SRlll1 1-2

上層
剥片 475 サヌカイト B BCDEFGH A

区

２

２． ‐

Ａ．
SR1001 SRl X11-1

上層
剥片 24 サヌカイト D B

02-1区 SR1001 SRIIX l-1
下層

剥片 23 サヌカイト F D ABCH

S108
区

３

２．
Ａ．

SR1001
SRllX11-2
上層

剥片 サヌカイト D ABCFGH B

S109
区

３ SR1001
SR1001-2
上層

剥片 437 サヌカイト D ABCFGH A CDEF

00-2区 包含層 剥片 2384 サヌカイト A A

S132
00-2区
CD-20 包含層 剥片 289 サヌカイト D CFGH A

S133
区

８

∞

Ｃ 包含層 景!片 サヌカイト A AD日 A

S134
区

９ 包含層 剥片 375 サメカイト D ABCH A

S135
00-2区
D-12 13 包含層 剥片 229 サヌカイト B C

S136 00-2区 包含層 剥片 4726 サヌカイト C A

S137
区

５ 包含層 剥片 722 サヌカイト A AH A CDEF

S138 00-2区 包含層 剥片 22 1431 サメカイト D CDEF

S139
区

９ 包含層 景J片 サヌカイト B CEFGH A DEFG

区

８ 包含層 剥片 64 075 1376 サヌカイト B

区

６ 包含層 剥片 24 サヌカイト D ADE日 BCDE

00-2区
C-1 包含層 剥片 24 05 サメカイト D ACDGH BCDEFG

区

１ 包含層 剥片 1193 サヌカイト D ABCFGH B

00-2区 包含層 剥片 235 065 476 サヌカイト D ADFGH CDEF

S145
00-2区
C-17 包含層 icl片 サヌカイト B AH CDEF

SlЪ
区

１ 包含層 剥片 165 065 サヌカイト D AGH CDEF

区

８ 包含層 7‐l片 サヌカイト D ADEH C F_FGH

S148
区

ｌ 包含層 剥片 サヌカイト D AGH 8CD

S149 00-2区 包含層 剥片 R 1287 サヌカイト D AH

S150
00-2区
CD― X 包含層 景Jtt R サヌカイト D

区

０ 包含層 景Jtt R サヌカイト D AEFH A

S154 l ll-2区 東側溝 剥片 13 サヌカイ ト D ADEFH A BCD

S164
区

２陸Ａ．
包含層 剥片 592 サスカイト D ACH C

S165
区

３

２．
Ａ．

包含層 剥片 サヌカイト F AH D AH

S166 02-1区 盛土 剥片 サヌカイト D ABDECH A

S167
区

２

２．
Ａ．

包含層 剥片 サヌカイト D ABCFGH A

S168
区

２ 包含層 剥片 19 サヌカイト D AFGH A
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第 50表 出土石器観察表 (敲石)

掲載番号 地  区
遺構番号 層位

器 種
法    量 (cm)

重量 (g) 石 材 石器欠損属性 敲打痕 凹  痕 備  考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

S23
区

‐

０
．
Ｅ．

SD1002
SDl ll12-2
ベルト北側

敲石 8703 砂岩 左下側縁部欠 下 65× 25

S24 00-1区 SD1002-〕 敲石 11957 砂 岩 完形
表 31× 49
裏 41× 56

00-2区 SD1003 SD100] 敲石 5079 砂 岩 完形 下 30X20

SP1003 SP1004 敲石 10463 砂 岩 完形 下 33× 30
表 10X15
09X07
1l X 08

S92 01-1区 SR1001 ⅨllX l― A 敲石 7u9 砂岩 完形

０

０

４

３

６

１２

２２

‐４ｘ９］‐‐ｘｌ‐２ｘ‐０８ｘ‐勝勝

上
下
表
　
　
右
左

表 30× 36

S93
区

‐］Ａ．
SR1001 SRIIX l-1

下層
敲石 144 1969 結晶片岩 完形

上

下

S128
区

７ 包含層 敲石 100 55 8677 結晶片岩 完形

上
下
表
裏
右
左

S129
区

９ 包含層 敲石 49 495 39 11382 砂 岩 完形

表
裏

下

磨面
裏 35X30

S130 llll-2区 包含層 敲石 535 245 2345 結晶片岩 下半部欠
右 119× ユ
左 66X04

第 51表 出土石器観察表 (磨石 )

掲載番号 地  区 器 種
法   最 (cm)

重量 (g) 石  材 石器欠損属性 擦痕 (研面 ) 凹  痕 備  考
本報告 調査時 長 さ 幅 厚 み

00-1区 SD1002 SD1002 磨石 875 71 8920 砂岩 左右上部側縁部

表
裏
右
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図版 44

(1)00-2区  調査前風景
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調査区完掘状況  (南から)
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図版 45

(1)00-1区  調査区完掘状況  (西から)

00-2区  調査区完掘状況  (西から)
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図版 46

(1)01-1区  調査区完掘状況 (西から)
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図版 47

(1)01-2・ 2区 調査区完掘状況 (東から)
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(2)01-2・ 3区 調査区完掘状況 (西から)
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図版 48

(1)02-1区  調査区完掘状況  (東から)

(2)02-1区 西側 調査区完掘状況  (西から)
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図版 49

鸞 瞥 鱒 警 筆 埠

(1)02-1区 東側 調査区完掘状況  (東から)
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(2)00-2区  第二遺構面 完掘状況  (西から)
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図版 50

SD1001

完掘状況 (東から)

SD1001

土層堆積状況 (南から)

SD1003′ヤ1005

完掘状況 (東から)
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図版 51

(1) SD1003ベ ル トE
土層堆積状況 (西から)

SD1003・ 1004

土層堆積状況 (東から)

(3) SD1005
土層堆積状況 (西から)
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(2)00-1区  SD1002完掘状況  (西から)
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(1)99-1区  SD1002検 出状況  (東から)
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図版 53

Ⅷ　一

(1) 遺構完掘状況 (北から)

― 輯 飛

,I

(2)00-1区  SD1002ベル トA 土層堆積状況 (北から)
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(1)00-1区  SD1002ベル トB 土層堆積状況 (北から)
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